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面積…26.44k㎡

人口…118,905人（前月比-15）

　男…  56,979人

　女…  61,926人

世帯…  48,705　　

　（平成22年4月30日現在）
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カメラ付き携帯電話のバーコードリーダで
左のQRコードを読み取ってください。「モ
バイルシティはびきの」をご覧いただけま
す（QRコードは㈱デンソーウェーブの登録
商標です）。

も く じ

市章は“羽”の文字を抽象的に図案化し、シンプル
に表現したもの。鳥のはばたきのような市の雄飛と
発展性を示しています。

少し先ですが、8月1日に羽曳野市立グレープ
ヒルスポーツ公園内にて実施いたします、収穫
祭と親子ふれあいキャンプの宣伝を交えて写
真を掲載いたしました。公園はもちろん周辺も
自然にあふれております。ぜひ、お越しください
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６月は食育月間

羽曳野市民の健康づくりの担い手である

羽曳野市食生活改善推進協議会を紹介します！

　毎日、朝食を食べていますか？
朝食は１日のスタートの活力源！
しっかり食べましょう。
★普段、朝食をとっていない方は…
第一段階：まずはバナナと牛乳から
第二段階：次に主食をそろえてみて
第三段階：主食・副菜・主菜
　　　　　をそろえてみて

具だくさん味噌汁 野菜サラダ 煮物 野菜炒め

朝食を食べた時
体温が上昇し、体が活発になります。

朝食を抜いた時
頭がぼうっとしたり、イライラした
りと元気がでません。

食生活について学び、その学んだことを他の人
に伝えるボランティア活動をしてみませんか？
◆対象：市民でボランティア活動のできる方
◆受講料：無料
(ただし平成23年４月から活動費がかかります。)
①③⑤は 13:30 ～ 16：30　②④は 10:30 ～ 13:30
　※内容は変わることがあります。5回コースです。

●��１００点 (まんてん )栄養バランスへ「主食」｢副菜 ｣「主菜」
　をそろえましょう。

主食：ごはん・パン・麺などの穀類

副菜：野菜・きのこ・海藻・いも類の料理

主菜：魚・肉・卵・大豆製品の料理

牛乳・乳製品や果物を忘れずに

日　　　程 内　　　容
① 6 月　3 日（木） 開講式・健康づくりについて
② 6 月　7 日（月） 調理実習　など
③ 6 月 14 日（月） 運動実技　など
④ 6 月 17 日（木） 調理実習　など
⑤ 6 月 28 日（月） 修了式（修了証書授与）

～食事に関心を持っていますか～

健康づくりは食生活から健康づくりは食生活から

あなたも食改さんの仲間になりませんか？
～キャロット教室（食生活改善推進員養成講座）のお知らせ～

主に食事を通しての健康づくりの案内役
として元気で活力ある健康づくりの推進
力となってくれるボランティア団体です。

◇食生活改善推進員（愛称：食改さん）とは？

・�１歳６カ月・２歳６カ月児健診、マタニ
ティスクールでのおやつの提供や小学生
とその保護者対象の親子クッキング
・健康まつりでの食育啓発や試食の配布
・�スーパーなどでの食に関する推進キャン
ペーン
・小学校での課外学習　ほか

◇こんな活動をしています。

◆�食改さんの会長に活動のやりがいを
聞いてみました！

（森田会長）会員が一つになって、子ど
もたちや高齢者の方たちに健康づくり
を推進することが自身の健康と社会参
加にも繋がっていることに、やりがいを
感じます。

健康はびきの21スローガン（栄養・食生活）

「毎日朝食、しっかり野菜で、満点栄養バランスへ」

●��毎日朝食を食べよう！

●��しっかり野菜を食べよう！ １日にとりたい野菜の目安は大人で 350g ！１日５皿
の野菜料理（１皿 70 ｇ）を目標に食べましょう。

「食事バランスガイド」HPアドレス
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/eiyou-syokuji.html

お問い合わせ：健康増進課　☎ 956-1000（FAX での申し込みはできません）

おひたし
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問合せ：羽曳野市選挙管理委員会　☎ 958-1111

第22回�参議院議員通常選挙
～期日前投票および不在者投票制度のお知らせ～

※�選挙期日（投票日）および投票場
所につきましては、「広報はびき
の（７月号）」でお知らせします。

■�期日前投票または
　　　　   不在者投票のできる人 ■

　投票日に、次のような事由に該当す
ると見込まれる選挙人の方は、期日前
投票または不在者投票ができます。
①�仕事や親族の冠婚葬祭などの予定が
ある方。
②�レジャーや買物などの私用で、投票
日に投票区内にいない方。
③�病気やケガ、妊娠などの理由で歩け
ない方。
④�引っ越しなどをして、他の市町村に
住んでいる方。

■ 期日前投票または不在者投票
　　　　　　　　　のできる期間 ■
　公示日の翌日から投票日の前日まで
※�上記の期間中の土曜・日曜・祝日
を問わず、午前8時 30分から午
後8時までの間に投票ができます。

■ 投票所入場整理券は
　　　　　　　　　各家庭に郵送 ■

　投票所入場整理券は、公示日以後
すぐに各家庭に郵送します。投票日
には、必ず投票所入場整理券を持参
してください。何らかの事情で届か
なかった場合でも選挙人名簿に登録
されていれば投票できますので、投
票所へお越しください。

■ 期日前投票手続・不在者投票の
　投票用紙などの交付請求手続き ■ 
①期日前投票について
　期日前投票所において、該当する事
由の申立てと、当該申立てが真正であ
ることを誓う旨の「宣誓書」を提出し
てください。なお、投票手続について
は、基本的に選挙期日の投票所におけ
る投票の手続と同じです。
②不在者投票について
　所定の様式「不在者投票宣誓書・請
求書」により、選挙人名簿登録地の選
挙管理委員会の委員長に対して、投票
用紙などの交付を請求してください。
※ �｢宣誓書 ｣と ｢不在者投票宣誓書・
請求書｣の用紙は期日前投票所にあ
ります。

■�郵便投票による
　　　　　�不在者投票のできる人�■
　身体障害者手帳、戦傷病者手帳または
介護保険の被保険者証をお持ちの方で、
次のような障害のある選挙人の方は、一
般の不在者投票のほかに、現在する場所
（自宅など）で投票をする「郵便等による
不在者投票」の方法があります。
①身体障害者手帳をお持ちの方で、手帳に
・�両下肢、体幹または移動機能の障害の
程度が1級もしくは2級
・�心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、
小腸の障害の程度が1級もしくは3級
・免疫もしくは肝臓の障害の程度が1級　
から3級まで
　の記載のある方。
②戦傷病者手帳をお持ちの方で、手帳に
・�両下肢、体幹の障害の程度が、特別項
症から第2項症まで
・�心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、
小腸、肝臓の障害の程度が、特別項症
から第3項症まで
　の記載のある方。
注 �) 手帳の記載だけではっきりしないと
きは、障害の程度に該当するという羽
曳野市長の証明を受けてください。

③�要介護状態区分が要介護5と介護保険
被保険者証に記載されている方。

郵便等による不在者投票のできる期間
　期日前投票および一般の不在者投票の
場合と同じです。ただし、この投票は、
投票当日の投票所を閉じる時刻までに、
選挙人名簿登録地の選挙管理委員会の委
員長を経由して投票所へ送らなければな
りませんので、必ず郵便等でお早めにお
送りください。

■�郵便等による不在者投票
　　　���における代理記載制度�■
　郵便等による不在者投票ができる
方のうち、次の①または②に該当す
る方はあらかじめ選挙管理委員会に
届け出た選挙権のある方に投票に関
する記載（以下「代理記載」という。）
をさせることができます。
①�身体障害者手帳に、上肢または視
覚の障害の程度が1級と記載のあ
る方
②�戦傷病者手帳に、上肢または視覚
の障害程度が特別項症から第2項
症までの記載のある方
なお、代理記載の方法による投票を
行うためには、郵便等投票証明書の
交付申請に加えて、あらかじめ代理
記載の方法による投票を行うことが
できる方であることの証明手続と代
理記載人となる方の届出の手続を行
っておく必要があります。（これらの
手続を同時に行うことも可能です。）

■�郵便等による不在者投票の
���投票用紙等の交付請求手続き�■
　あらかじめ申請して交付を受けた
「郵便等投票証明書」を添えて、所定
の様式の請求書により、投票日の４日
前までに、選挙人名簿登録地の市町村
選挙管理委員会の委員長に対して、投
票用紙などの交付を請求してくださ
い。まだ、「郵便等投票証明書」の交
付を受けていない方や、「郵便等投票
証明書」の有効期限の切れている方は、
前記の手帳等を添えて選挙人名簿登
録地の市町村選挙管理委員会の委員
長に対して「郵便等投票証明書」の交
付申請を行い、あらかじめ交付を受け
てください。
※�上記以外に、滞在先での不在者投票、
船員の不在者投票および国外にお
ける不在者投票の制度があります。
※���郵便による不在者投票を行うため

には、「郵便等投票証明書」が必要
です。必要な方は、お早めに選挙管
理委員会で手続きをしてください。

■�指定施設での不在者投票について�■
�指定施設の病院等に入っている人の場合は、投票したい旨をその病院長（施設
長）に申し出ると、その病院（施設）で不在者投票をすることができます。
○市内の指定病院（施設）

◆丹比荘病院　◆島田病院　◆城山病院　◆豊川病院　◆藤本病院　◆高村病院　◆府立呼吸器・アレルギー医

療センター（旧府立羽曳野病院）◆老人保健施設悠々亭　◆介護老人保健施設まほろば　◆老人保健施設あった

か村◆養護老人ホーム四天王寺たかわし寮　◆四天王寺悲田院養護老人ホーム　◆四天王寺悲田院特別養護老人

ホーム　◆特別養護老人ホーム河原城苑　◆羽曳野特別養護老人ホーム　◆ケアハウスはぴねす軽里　◆ケアハ

ウススマイル　◆特別養護老人ホームスマイル　◆ケアハウスロイヤルアンジュ　◆特別養護老人ホームアンジ

ュ　◆介護付有料老人ホームライフコート春秋　◆介護付有料老人ホームライフビュー　◆特別養護老人ホーム

あすくの里　◆特別養護老人ホームあすくの里（老人短期入所施設）　◆やわらぎの郷パールクィーン
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●災害に備えた日頃の準備
１．日頃から天気予報や注意報に関心を持ちましょう。
２．避難場所、避難経路を確認しましょう。
３．緊急時に必要な用品を準備しておきましょう。

6月は土砂災害防止月間です！！
「土砂災害やゲリラ豪雨等」の備えに行政が配信する情報をご活用下さい！ 

 

 

がけ崩れ災害
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44%が
土砂災害

●１）携帯電話メール編
　（得られる情報）
○�「土砂災害警戒情報」等を選択した地域（市町村）ごと
に携帯電話メールで配信しています！！
○�ほかにも、「大雨・洪水警報などの気象情報」、「台風、地
震・津波情報」、「災害時の避難勧告・避難指示」等の情
報もメールで配信しています。
○�「河川防災情報」、「川の防災情報」などの情報も携帯電
話でご覧頂けます。

　（取得方法）
①�「touroku@osaka-bousai.net」と入力いただくか　ま
たはバーコードリーダー機能付きの携帯電話で「QRコ
ード」を読み取り、空メールを送信してください。
②「登録用URL」が返信されてきます。
③�返信されてきたメールの「登録用URL」にアクセスし、
登録をお願いします。
※�なお、登録料や利用料は無料ですが、メールの送受信に
かかる通信料は必要です。

○�降雨により土砂災害の発生の恐れが高まった場合、平成
18年 9月から大阪府と気象台が共同で発表している情報
で、市町村単位で発表されます。

○�情報は気象台から報道機関へ提供され、テレビなどで字幕を使
って発表をお知らせします。
○�市町村長の避難勧告等の判断や住民の自主避難の判断の目安と
なる情報です。

�【問合せ先】大阪府都市整備部河川室ダム砂防課��☎ 06-6944-9302

●土砂災害について
　大阪府内では身近に感じておられない方もいるかもし
れませんが、府内でも毎年土砂災害は発生しています。
全国では毎年約1,000件もの土砂災害が発生していま
す。さらに自然災害の死者・行方不明者の約半数は土砂
災害が原因です。

◆「土砂災害警戒情報」ってなに？◆「土砂災害警戒情報」ってなに？

自然災害による原因別死者・行方不明者（Ｓ42～Ｈ16）
※平成7年の阪神・淡路大震災による死者・行方不明者数は除く

行 信政 が 配 るす 防 情災 報
●２）パソコン編
　（得られる情報）
○市町村の避難勧告等の判断や住民の自主避難を支援する
　ため、より細やかな「土砂災害の防災情報」を配信して
　います。
○土砂災害危険箇所ごとの危険度や降雨状況を確認するこ
　とができます。
　（取得方法）
○検索サイトで「土砂災害の防災情報」と入力し検索

※�土砂災害警戒情報等が発表された場合は降雨状況など
　のご確認をお願いします。
　�（トップページURL:�http://www-cds.osaka-bousai.net/sabou/Index.html）※�就寝中などでも情報のキャッチが可能です。ぜひ、ご登録

をお願いします！！

「土砂災害の防災情報」
トップページ

メ
ー
ル
配
信

空メール送信先 touroku@osaka-bousai.net

または右記 QR コードで空メール（本文、件名に何も
書かれていないメール）を送信してください。

QR コードはこちら
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（２）入札受付期間････平成 22年 6月14日㈪～平成 22年
7月9日㈮まで（最終日は17:00までに必着）
（３）入札（開札）日および場所････平成 22年７月12日㈪　
　　　　　　　　　　　　　　　市役所本館４階　入札室
５．その他
　入札に参加するためには、一定の参加資格が必要です。また、
所定の入札保証金の納付が必要です。詳しくは財産区財産売
却一般競争入札実施要領をご覧ください。

　　　
　　　　　　お問い合わせ先　管財用地課　（内線 2253）

okam
oto

o
kam
o
to

okam
oto

okam
oto

（ふれあいキャンプ問い合わせ）
　　社会教育課　（内線�4452）
（収穫祭問い合わせ）
　　産業振興課　（内線�2750）

ふれあいキャンプ
子親

〈地上デジタル放送に関するお知らせ〉
　総務省�大阪府テレビ受信者支援センター（デジサポ
大阪）では、来年7月24日の地上デジタル放送完全移
行に向けて、地上デジタル放送についての相談コーナ
ーを開設します。併せて、地上デジタル放送説明会も
右表の通り開催いたしますので、ぜひご参加ください。
説明会の時間はおよそ１時間程度になります。説明会へ
の事前申し込みは不要です。ただし、入場は当日の先着
順となります。各会場の定員に達ししだい入場受付を
締め切らせていただきますので、ご了承ください。また、
各会場とも駐車スペースには限りがありますので、でき
るだけ徒歩や自転車でのご来場をお願いいたします。
■地上デジタル放送　相談コーナー
設置期間：�６月１日（火）～６月３０日（水）　土曜日、

日曜日を除く
設置時間：�午前 10時～午後 4時（正午～午後1時ま

でを除く）
設置場所：�本庁１階　ロビー
　　　　　市役所電話：958-1111（内線：4733、
　　　　　この相談窓口設置期間に限りつながります）

■地上デジタル放送　説明会日程

～ お問い合わせ ～
【相談コーナー・説明会について】
総務省�大阪府テレビ受信者支援センター（デジサポ大阪）
06-4790-7109（平日10:00～ 18:00）
【地上デジタル放送について】
総務省地デジコールセンター
0570-07-0101
（03-4334-1111※IP電話などナビダイヤルがつながらない場合）
【地上デジタル放送の受信相談について】
総務省�大阪府テレビ受信者支援センター（デジサポ大阪）
06-7637-1010（平日�9:00～ 21:00、土日・祝日9:00～ 18:00）

地上デジタル放送　説明会および相談コーナー開設のお知らせ

会場 住所 定員 開催日 開始時刻

陵南の森公民館 島泉 8-8-1 60 人 6 月 7 日㈪ 午前 11 時
午後　2 時

東部コミュニティーセンター
（石川プラザ） 古市 1541-1 40 人 6 月 9 日㈬ 午前 11 時

午後　2 時

羽曳が丘コミュニティーセンター
（MOMO プラザ） 羽曳が丘西 2-5-1 60 人 6 月 11 日㈮ 午前 11 時

午後　2 時

丹比コミュニティーセンター
（丹治はやプラザ） 樫山 251-1 40 人 6 月 16 日㈬ 午前 11 時

午後　2 時

羽曳野市市民会館 誉田 1-4-4 40 人 6 月 29 日㈫ 午前 11 時
午後　2 時

※�お近くの集会所などで町会、老人会など各種団体からのご要望による、
説明会も実施します。

　8月 1日㈰羽曳野市の夏の恵みである駒ヶ谷ぶどうの収穫を
祝して、グレープヒルスポーツ公園にて『収穫祭』を開催し、
模擬店などの出店を予定しています。
　また、1日㈰から2日㈪にかけて、市内の小・中学生と保護
者を対象とした『親子ふれあいキャンプ』を同時開催します。
駒ヶ谷の豊かな自然の中で、素敵な夏の思い出を作りましょう。
　『収穫祭』の詳細及び『親子ふれあいキャンプ』の募集（7月
1日～7月 10日頃を予定）内容は7月号広報に掲載致します
ので、そちらをご覧ください。
　申込は、市ウェブサイトからのダウンロードによる様式の他、
市内公共施設にて申込書を配布する予定です。

収穫祭
＆

　次の財産区財産を一般競争入札で売却します。最低売却
価格以上で最高額の入札者が落札者となります。
１．売却物件（右下表のとおり）�
２．�財産区財産売却一般競争入札実施要領（入札参加申
込用紙等）の配付

　平成22年６月１日㈫～平成22年6月18日㈮まで（土曜日・
日曜日を除く）の10:00 ～17:00まで市役所本館３階総務部
管財用地課で配付します。（市ウェブサイトでもご覧いただけます。）
３．入札参加申込の受付け
　平成 22年６月１日㈫～平成 22年 6月18日㈮まで（土
曜日・日曜日を除く）の10:00 ～17:00まで市役所本館３
階総務部管財用地課で参加申込を受付けますので、参加申
込書等を直接持参してください。
４．入札（開札）
（１）入札方法････郵送による入札とします。

～財産区財産を売却します～

物件番号 物件の所在地
地目 地積（㎡）

最低売却価格登記 現況 登記 実測

�㈶ 22-1
ため池
ため池
ため池

雑種地
雑種地
雑種地

��639
��346
��847

�639.76
�346.65
�847.31

10,819万円

地積合計 1,832 1,833.72

高鷲５丁目422番 26
高鷲５丁目422番 27
高鷲５丁目422番 29
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○公共関係功労者
　教育関係　　　白樫�雅洋�様
　教育関係　　　濵田久美子�様
○文化関係
　文化芸術　　　小林ヒデ子�様
○地縁団体関係　川島�幸雄�様

春の叙勲���受章おめでとうございます

　６月１日から７日までは「第 52 回水道週間」です。水道週間は水道につい
て国民の理解と関心を高め、公衆衛生の向上と生活環境の改善を図るとともに、
水道事業の更なる発展に役立てることを目的として毎年実施されています。
　今年の水道週間のスローガンは「水道に 寄せる信頼 飲む安心 ｣ です。水道
局では市民の皆様に、水道に対する理解と関心を更に深めていただくための広
報活動等を重点的に実施します。
　水道事業は水需要が低迷するなか、施設の本格的な更新期に入っており、今
後は更に厳しい事業運営になることが予想されますが、市民のみなさんに安全
でおいしい水の供給確保に努めてまいります。

水道局　電話　958 − 1111  fax 958-0494
URL　http://www.city.habikino.osaka.jp/info/057/index.html

６月１日～７日は水道週間です 「水道に�寄せる信頼�飲む安心」「水道に�寄せる信頼�飲む安心」

平成22年度　新規採用職員紹介

「わからないことはたくさん
ありますが笑顔いっぱい元気
いっぱいでがんばります。」
　　　　　�税務課

　北條�真由美

「自分の持ち味を出し切って、

地域に貢献していきます。」

下水道総務課
藤田　守

「笑顔を絶やさず、前向き
に、仕事に取り組んでいき
ます。」
　　　　環境衛生課

小谷　郁也

「いつも笑顔と思いやりの気
持ちを忘れず、何事にも一
生懸命がんばります。よろ
しくお願いします。」

健康増進課
多田　麻未

「より良いまちづくりに貢献
できるよう精一杯がんばり
ます！」　　　　
　　　　���秘書課

本村　吏香

平成22年度�憲法記念日�大阪府知事表彰

保健衛生功労（瑞宝双光章）　大塚�順子�様

教育功労（瑞宝双光章）　　　重西�茂信�様

教育功労（瑞宝双光章）　　　升田�懿一�様

消防功労（瑞宝単光章）　　　　野�孝男�様

技能検定功労（瑞宝単光章）　藤井�重春�様　

○産業功労者
　農林水産関係　　上田�　茂�様
○公共関係功労者
　市町村関係　　　吉田�恭輔�様
　福祉　　　　　　瀬川�佳成�様
　衛生関係　　　　佐藤�　明�様

～おめでとうございます～

　4月 20日以降、宮崎県で発生した口蹄疫について、5月 18
日宮崎県知事から非常事態宣言が発せられました。口蹄疫の発生
を防ぐためには、農場の管理を徹底してウイルスの侵入を防ぐこ
とが何よりの方策です。
　つきましては、5月 22日㈯から当分の間、北門を閉鎖の上、
当センター西側の畜産エリアを立ち入り禁止区域といたしますの
でご理解・ご協力をお願いします。
　　
　平成22年5月20日
　　大阪府環境農林水産総合研究所長（食とみどり技術センター）

～口蹄疫の予防対策に伴う閉門について～　（食とみどり技術センター）

☆参考☆
口蹄疫は、偶蹄類の家畜（牛・豚
など）や野生動物（シカなど）が
感染する病気であり、人が感染す
ることはなく、牛肉や豚肉を食べ
たり牛乳を飲んだりしても人体に
悪影響はありません。
【平成22年5月17日消費者庁】
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●所 在 地
●開館時間
●休 館 日
●利用対象
●月～土曜

●申込受付

翠鳥園2-9-101　ＴＥＬ，ＦＡＸ 957-4900
９時～１７時３０分
日曜・祝日、１２月３０日～１月４日
小学生と保護者同伴の３歳以上の幼児
スポーツ・レクリエーション（室内・外）
を行っています。
電話での受付は、申込み日の朝９時からです。

時間割表入れ

読んでみませんか？読んでみませんか？ ～新刊案内～～新刊案内～

6月6日㈰ 陵南の森図書館  15:00

6月8日㈫ 丹比図書館　　  10:00

6月9日㈬ 東部図書館　　  10:30　

6月13日㈰陵南の森図書館 11：00（赤ちゃんから）

6月19日㈯陵南の森図書館 15：00

6月20日㈰陵南の森図書館 11：00（赤ちゃんから）

     11:30（少し長いお話を聞ける子向き）

6月26日㈯丹比図書館       10：30

6月26日㈯羽曳が丘図書館 15:00

6月27日㈰陵南の森図書館 15:00

6月6日、6月13日、6月20日、6月27日の各日曜日

　                            15:00(中央図書館)

お は な し 会お は な し 会

一月から十二月
まで、それぞれの
月に生まれた女
たちの吉凶はい
かに。江戸時代に
実在した占いの
本を下敷きに描
く、悲喜交々の人
情話十二編です。

            杉本　章子／著　文藝春秋

              富安　陽子／作　佼成出版社
肥田　美代子／文　
小泉　るみ子／絵　文研出版

大阪の橋ものがたり
　
伊藤　純／他著　　創元社

とどろケ淵のメッケ
      

春告鳥　女占い十二か月

11月30日㈰

※図書館は月末日を除き日曜・祝日も通常どおり開館しています。

今も現役で活躍す
る淀屋橋や天満橋、
地名に名を残す心
斎橋や桜橋。かつ
ては八百八橋と謳
われた水都・大阪
の八十八か所の橋
にまつわるエピソ
ード集。

山で一人暮らしをし
ていたおばあさんは、
昔子どもたちと楽し
んだ絵本を見つけ、
畑仕事の合間に読ん
でみました。すると
その夜、一人の男の
子がおばあさんを訪
ねてきて…。

メッケは、三本の大
滝が作る淵に住む
河童の子。ある日、
仲間たちの留守に、
滝の水が枯れてし
まうという大事件
が起こり、その原因
を突き止めにいく
のですが…。

山のとしょかん

年末年始の休館日年末年始の休館日

2月1日㈰・2月28日㈯

今月の休館日今月の休館日

※12月16日から29日までの期間中は、おひとり
10冊・３週間まで借りていただけます。（ＣＤ・ビデオ
は本とは別に１点ずつ・３週間の貸出となります）

市立図書館では、蔵書点検および資料の整理等を
行うため、下記のとおり休館させていただきます。
陵南の森図書館、羽曳が丘図書館、青少年センタ
ー図書館、ブックステーション支所の休館
5月20日㈬～24日㈰、5月30日㈯～31日㈰　
中央図書館、東部図書館の休館、丹比図書館　 
5月25日㈪～31日㈰　
　なお、下記の期間中は、各館でおひとり10冊ま
で（ＣＤ・ビデオは図書とは別に計2点）借りていた
だけますので、どうぞご利用ください。
10冊貸出実施期間
　陵南の森図書館、羽曳が丘図書館　
　　　　　　　5月6日㈬～19日㈫
　中央図書館、東部図書館、丹比図書館　
　　　　　　　5月11日㈪～24日㈰

6月30日㈪

今月の休館日今月の休館日

青少年センター図書室が６月４日オープンします
休館中の古市図書館の代替施設として、６月４日（水）より
青少年センター図書室がオープンします。
児童書約１万５千冊を所蔵しており、他の図書館資料のお取
り寄せもできますので、どうぞご利用ください。
開館時間　１０：００～１７：００
休館日　　月・火曜日　毎月末日

ブックステーションはびきのコロセアム　☎937-7210(火・木・金曜日　13時30分～16時30分）　　ブックステーション野々上東　☎950-5501（月・水・金曜日　13時30分～16時30分）
ブックステーション青少年児童センター　☎952-0032（月～土曜日　9時～17時）　　青少年センター図書室　☎958-0050（水～日曜日　10時～17時）

秋の読書講演会
テーマ　「子どもの成長と学校図書館」
講　師　竹内悊（たけうちさとる）氏（日本図書館協会顧問）
日　時　11月14日（金）午後1時30分～3時30分
場　所　Ｌｉｃはびきの視聴覚室
定　員　70人（先着順）
　　参加される方は中央図書館までお申し込みください。
　　（電話可☎950-5501）

朗読ボランティア入門講座
講師　岸下　良子氏（朗読ボランティアグループ「はびきの」講師）
全８回　9/4～12/4（毎月第1・3・5木曜日）
14：00～16：00　陵南の森公民館会議室ほか
定員　20人(先着順)
申込み　8月11日㈪10時より陵南の森図書館にて受付（電話可）

※12/16～29の期間中は、1人10冊・3週間の貸出
となります。
（ＣＤ・ビデオは図書とは別に1人各1点です）

クリスマス会
12/20㈯　午後２時～　丹治はやプラザ
12/21㈰　午後３時～　中央図書館
歌とおはなしがいっぱいの、図書館のクリスマ会。
サンタさんも登場予定です

6月30日㈬

10：00～11：30

10：00～12：00

19日㈯

5日㈯ 13：00～15：00

22日㈪

6日㈮

10：30～11：30

7月1日㈬

絵本のへや〔絵本・紙芝居〕

10：00～16：00

26日㈯

14日㈪

10：00～11：00

15：30～16：30

〔体験教室〕 張子作り（1回目）
6、7月の2回コース。2回目の日時は1回目の時
にお知らせします。 材料費：100円 (当日持参)
4～6年生対象　定員先着15人（どちらも参加できる方）
申し込み受付6/12～6/18 （電話のみ）

*お知らせ*　12月30日～1月4日まで休館日です。

６月
22日㈪

毎週土曜日

10：30～11：30

9：30～11：30

28日㈪

14：00～16：00

〔トライルーム〕
ペットボトルビーズでアクセサリー作り
1～3年生対象 定員先着20人
申し込み受付 6/19～6/25（電話のみ）

9：30～11：30

10：00～16：00
10：30～11：30

「第10回児童館まつり」　6月7日（土）　13時～15時30分  
場所・・・児童館ひろば(雨天決行)　みんなあそびに来てね！

「第12回児童館まつり」　雨天決行
・第1部 ：和だいこ・ジャグリング　　　
・第2部 ：バッタおじさんによるはっぱ遊び・
ルーレットなどほかにもお楽しみがいっぱい！
みんなで遊びに来てね！※お茶を持ってきてください。

〔わくわく子育てひろば〕
すてきな歯医者さんのおはなし
「子育て上手は歯育て上手」
講師　谷口歯科医院　保田　晃宏 先生

10：30～11：30

〔チャレンジルーム〕 
ティッシュボックス
4～6年生対象 定員先着15人
申し込み受付 6/19～6/25 （電話のみ）

〔スポーツ〕　卓球であそぼう
誰でも自由にあそべるよ～！

9：30～11：00

7日㈪

15：30～16：30

お茶の練習(1回目)

お茶の練習(3回目)

お茶の練習(4回目)

＜自由教室＞七夕飾り作り
だれでも参加できます。みんなで作りに来てね！

10：00～16：00

14：00～16：00
10：30～11：30 誰でも自由に参加できるよ！

誰でも自由に参加できるよ！

★6月の主な行事予定

絵本のへや　
ふく話じゅつ師さんがやって来るよ！みんな来てね！

「新春こま回し大会」
みんなでこまを回して遊ぼう！手のせ、つな
わたりなどできる方も大歓迎！

絵本のへや　＜絵本・紙芝居＞

絵本のへや〔おはなし1.2.3〕

23日㈬

9：30～11：00

〔伝承あそび〕
将棋であそぼう  はじめての人もおいで～！

将棋であそぼう　はじめての人もおいで～

〔わくわく子育てひろば〕 子育て教室
すてきな歯医者さんのお話し　
『子育て上手は歯育て上手』
講師 谷口歯科医院　保田 晃宏 先生

将棋であそぼう　はじめての人もおいで～

第3回　春休みお楽しみ会
マリオネット鑑賞とビンゴゲームをします。
あそびに来てね！
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１．目的
　この制度は代理人や第三者による請求に基づいて住民票の
写し、戸籍謄抄本などを交付したとき、事前に登録した人に
その事実を通知し、不正請求を抑制する効果を期待するもの
です。

２．施行日　平成22年6月1日
３．制度の流れ（登録から通知、証明までの流れ）　
①事前登録（通知を希望する人が事前に登録）
②代理人・第三者請求に基づく交付

（住民票の写しなどの請求があれば審査の上交付）
③交付事実の通知

（事前登録者に、交付した事実を通知）
④交付事実証明書【希望する場合】

（証明が必要であれば申請により証明書を交付）
４．登録ができる人
　羽曳野市に住民登録をしている人
　羽曳野市に本籍がある人

５．登録期間・必要書類
登録した日から１年間（継続の場合は再度申込みが必要です。）�

６．登録受付場所
　市民課・支所
７．通知対象の証明書
①住民票の写し（除かれた住民票を含む。）
②住民票記載事項証明書　
③戸籍附票の写し ( 除かれた戸籍附票を含む。)
④ 戸籍謄本及び戸籍抄本（全部事項証明書及び個人事項　

証明書）( 除かれた戸籍を含む。）
⑤戸籍記載事項証明書（一部事項証明書）（除かれた戸籍　
　を含む。）
８．交付事実証明書
　住民票の写しなどを代理人・第三者に交付した事実の証
明が必要な場合は、交付事実証明書交付申請書に交付通知
書と本人確認書類（運転免許証・パスポート・住民基本台
帳カードなど）を添えて申請してください。（証明発行手数
料200円が必要です。）

　◎証明できる事項
①交付年月日　②交付種別（戸籍謄本など）③交付部数
④�交付請求者が事前登録者の代理人である場合は、その氏
名および住所
※�５月号広報にて記載していました「請求種別（代理人請求・
第三者請求）」は証明できる事項に該当いたしません。
����������������　　　　問合せ先　市民課（内線 1610）

本人の場合　 本人確認書類（運転免許証・パスポートなど）

代理人（登録ができる人から委任を受けた人）の場合 本人確認書類に併せて、委任状など

法定代理人の場合 本人確認書類に併せて、資格を証明する書類

羽曳野市本人通知制度について 6 月から第三者への住民票の写しなどの交付
に係る「本人通知制度」が始まります

公の施設からの暴力団排除に
��������������������関する覚書を締結

Ｑ�：インターネットショッピングでハンドバッグを買いまし
　たが、実際に届いた商品が気にいりません。返品できま
　すか？

Ａ�：�インターネットショッピングは、新聞、雑誌広告、テレビ
ショッピングなどと同様、通信販売として規制されていま
����す。まず、返品特約の確認をしてみましょう。特定商取引
法の一部改正（平成21年 12月 1日施行）で、通信販売
の広告に返品制度の有無の記載が義務付けられました。も
し、解約や返品に関する表示がない場合は、商品を受け取
った日から８日間は返品（契約の解除）ができます。この
場合、クーリングオフとは異なり、返品費用は消費者の負
担となります。また、広告に解約や返品ができないという
表示がある場合は、特別な理由がない限り原則返品できま
せん。インターネットショッピングは、実際に商品を手に
とって選ぶわけではないので、十分広告を確認してから申
込みましょう。

消費生活相談
毎週月・水・金曜日�10：00～ 15：00（水曜日は午後２時まで）
要電話予約　産業振興課　（内線2780）

教えて！消費生活 Ｑ＆A
　5月12日に開催された「第5回羽曳野市行政対象暴力対
策連絡協議会」において、羽曳野市は、羽曳野警察及び大阪
府警察本部刑事部捜査第四課と、公の施設から暴力団の利益
となる使用を排除するための覚書を締結しました。（府下で
は、大阪市に次いで2例目。）
　羽曳野市で
は施設の利用
者に安心して
利用いただく
とともに、施
設周辺の住民
の安心・安全
に資するため、
公の施設の設
置条例を改正
し、「暴力団の
利益となると
き」は、使用許可の制限および取り消しなどができるように
しました。暴力団の利益となるか否かは警察に照会して判断
するとともに、排除などについて警察の支援を要請すること
もできます。覚書は、その事務を円
滑に行なうために締結するものです。
平成22年 4月 1日現在の対象とな
る公の施設数は、169施設（開発公
園 106カ所含む。）あります。改正
条例は7月1日施行されます。
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LIC
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国民健康保険国民健康保険

お問い合わせ　��羽曳野市役所　保険年金課　℡０７２－９５８－１１１１（内線１７６１）

「倒産・解雇などによる離職（特定受給資格者）」や「雇い止めなどによる
離職（特定理由離職者）」をされた方へ (失業時点で65歳未満の方 )

平成22（2010）年度から国民健康保険料が次のような場合は、軽減されます。
　対象者は？
　離職の日の翌日から翌年度末までの期間において、
①雇用保険の特定受給資格者 ( 例 : 倒産・解雇などによる離職）
②雇用保険の特定理由離職者 ( 例 : 雇い止めなどによる離職）
  　　　　　　　　　　　　　として失業給付を受ける方です。
※ 雇用保険受給資格者証に記載されている離職コードにより対象者となる

か判断されます。

　軽減額は？
　国民健康保険料は、前年の所得などにより算定されます。軽
減は、前年の給与所得をその 30/100 とみなして行います。
※ 具体的な軽減額などは、直接窓口または電話にてお問い合せ

ください。

　軽減期間は？
　離職の翌日から翌年度末までの期間です。
※雇用保険の失業等給付を受ける期間とは異なります。
※ 国民健康保険に加入中は、途中で就職しても引き続き対象

となりますが、会社の健康保険に加入するなど国民健康保
険を脱退すると終了します。

　制度が始まる前の失業は対象外ですか？
　制度が始まる前１年以内（平成 21(2009) 年 3 月 31 日以
降）に離職された方は、平成 22(2010) 年度に限り国民健康
保険料が軽減されます。
※      ただし、平成 21(2009) 年度の国民健康保険料は対象となりま

せんのでご了承ください。

「（注）届出には雇用保険受給資格者証が必要です。また、
届出書に資料として雇用保険受給資格者証のコピーを添
付いたしますので、必ずご持参願います。※仮算定時期
の届出は保険料を推計する上で、所得の把握をさせてい

※軽減を受けるには届出が必要です。制度の詳しい内容は、市役所の保険年金課にお尋ねください。

退職者医療制度について
　会社などを退職して年金 (厚生年金、共済等 )を受けら
れる65歳未満の方とその家族 (扶養家族 )は、「退職者医
療制度」で医療を受けることになります。
対象となる方�① 65歳未満で国保に加入している方②年金
(厚生年金、共済等 )を受けられている方でその加入期間
が20年以上、もしくは40歳以降10年以上の方。

　　 後期高齢者医療制度に加入している方へ

支給されるのは、同じ年度で１回だけです。また、
人間ドックを受診された場合は、健康診査を受
ける必要はありません。
２．助成される金額（26.000円を限度に支給し
ます。）
３．対象となる医療機関（全国の医療機関およ
び検査機関）
４．申請（市役所保険年金課まで）
①後期高齢者医療被保険者証　②領収書（原本）
③検査結果　④振込先の口座情報の分かるもの
⑤印かん（認印）

人間ドック費用の一部助成事業
　大阪府後期高齢者医療広域連合では、平成22
年度から被保険者を対象に、人間ドック受診に
かかる費用の一部を助成する事業を実施してい
ます。助成を受けるには、人間ドック費用全額
を一旦負担していただき、その後、市役所保険
年金課窓口に申請していただくことで、後日、
支給が受けられます。
１．支給対象者
後期高齢者医療被保険者で、平成22年 4月 1
日以降に人間ドックを受診された方※ただし、

後期高齢者医療給付返還通知書が届いた被保険者の方へ
　大阪府後期高齢者医療広域連合では、医療機
関等の窓口でお支払いいただく自己負担分の割
合が変更になり、3割負担の方が1割負担で診
療を受けられたことによる差額（2割相当分）
を返還していただくための通知文書を送付して

います。該当者の確認作業等に時間を要したこ
ともあり、被保険者の皆様にはご迷惑をおかけ
していますが、被保険者間の負担の公平性を図
る観点から、ご理解いただきますようお願いい
たします。

―お問い合わせ―
　　大阪府後期高齢者医療広域連合　給付課　　　　　　　　TEL　06-4790-2031
　　〒540-0028　大阪市中央区常盤町１丁目３番８号　　　中央大通ＦＮビル８階

ただく必要がありますので、昨年中収入の確定申告書の控
（市・府民税申告書の控でも可）または源泉徴収票と認印
もご持参いただきますようお願いします。
※高額療養費等の判定基準も変更となる場合があります。」

医療機関では「退職」と記載された「国民健康保険被保険
者証」で受診していただきます。上記内容に該当している
方で「一般」と記載された被保険者証をお持ちの方は届出
が必要となります。医療費の自己負担割合、保険料のご負
担は、一般の国保と同様です。
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市立休日急病診療所市立休日急病診療所

診療日時：日・祝日　年末年始(12月30日～１月３日）
　　　　 10時～16時（正午～13時休診）
診療科目：内科、小児科、歯科

　　      

　　　　　

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　

　　　　　　　
　　　　

藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181
大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　　　　　　☎955-4181　　　　
有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9時30分～12時有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑9時30分～12時
13時～17時

飲用水・井戸水検査・浄化槽
放流水・プール水・浴槽水検査 受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9時30分～12時寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木 9時15分～12時15分
13時～16時月 水火

２ ４

水 予

有

予

6/27 13時30分～14時30分金

金

13時30分～15時HIV検査（エイズ・梅毒・クラミジア）

療育相談

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

11時～11時30分

予
医療機関に関する相談

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会を開催」

「匿名可」

肝炎ウイルス検査（無料）

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く

小児科のみ上記日時に加え、土・日・祝・年末年始（12/30～1/3）の
１８時～２２時まで診察を行っております。　　　☎956-1000

■内科・小児科・歯科　
　診療日　：日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間：10時～12時、午後1時～午後4時
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診療日　：土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間：午後6時～午後10時（受付は午後5時30分～9時30分）

☎956-1000
（保健センター2階）（保健センター2階）

●胃がん・肺がん・大腸がん集団検診 (40歳以上の市民 )

妊婦さんへの思いやりを

定期健康相談・栄養相談のお知らせ◆6月14日・28日�㈪�午前中���※要予約
～上記の日程以外でも随時受付しています。健康増進課までご連絡ください～

メタボ対策入門講座メタボ対策入門講座
～「今の生活習慣や食習慣を変えたい！」と
　　　　　　　　思われた方は、ぜひご参加ください～
日　時：6 月 22 日㈫ 13:30 受付 14:00 開始
講　師：羽曳野市医師会　立山　博一 医師
定　員：30 人　　
会　場：保健センター４階大会議室
申込み：健康増進課（保健センター）へ
　　　※必ず事前の申し込みが必要です。

骨密度測定と歯の健診のお知らせ

対象者：健診時点で65歳以上の方� �
内容：①骨密度測定と歯科健診　　定員40人� � �
　　　②骨密度測定のみ　定員60人
　「健康運動指導士による筋力アップトレーニングと
　　　転倒予防講習と歯科衛生士による口腔ケア講習付」� �
� � � � � � � �
� � � � � � � �

　　　　健診受付時間／12:30・13:10・13:50��

　年に１回骨粗しょう症の検査をしてみませんか？
　この健診を含む事業は無料で実施します。
　　　　～また、お口の中も見直す機会にどうぞ～
　申込み：問い合わせ：健康増進課（保健センター）へ

日程 場所 日程 場所
  7 月 20 日㈫ 陵南の森 12 月   9 日㈭ 保健センター
  9 月 17 日㈮ 保健センター   2 月 28 日㈪ 保健センター
11 月 15 日㈪ 保健センター   3 月 18 日㈮ 陵南の森

平成22年度がん検診のお知らせ

 ◆あべの松井クリニック　　☎ 06-6647-2223
 ◆すずかけの木クリニック　☎ 06-6626-2110

●乳がん・子宮がん無料クーポン券について

4月1日現在の年齢で、子宮がんは20･25･30･35･40歳の方。
乳がんは、40･45･50･55･60歳の方です。

※すべて申し込みは、健康増進課（保健センター）まで　電話もしくは来所にて受け付けております。
　定員になりしだい〆切ます　電話：956�-�1000（FAXでの申し込みはできません）

　ＷＨＯ（世界保健機関）は5月31日を世界禁
煙デーと定め、この日を喫煙者に対して禁煙を呼
びかけるとともに、各国政府をはじめとする団体
や個人に対して喫煙と健康問題について認識を
深め、適切に実践するよう求める日であるとし
ています。また、厚生労働省では5月31日～6
月 6日までを禁煙週間として定め、日本におい
てもタバコ対策を推進するものとしています。

５月３１日は世界禁煙デー　　５月３１日～６月６日は禁煙週間

平成18年より、保険診療での治療が始まっています。（※保険適用での治療を受けるためには、喫煙年数・喫煙本数やニコチンへの依存度など一定の条件があります。）

6・7月の実施分 8・9月の実施分

5 月から受付中 7 月 8 日㈭
9 時から開始

※詳細は健康だよりをご覧ください

対象の方には5月中に送付しました。4月以降に転入された方や、該当されて
いる方でまだ、お手元に届いていない方は、健康増進課までご連絡ください。

〔乳がん検診のご予約について〕
6・7月の集団はありません。各医療機関においても、1日での定数が限られ
ていることからご希望に添えない場合があります。受診券には記載がありませ
んが、4月より実施医療機関を大阪市内の下記の２施設を追加しています。受
診券・クーポン券の有効期間内に受診されるよう計画して受けてください。検
診日・検診時間等詳しくは、各医療機関にお問い合わせの上ご予約ください。

■やめられない原因は？
タバコがやめられないのは意志が弱いからではなく、ニコチ
ン依存・心理的依存が原因です。
■�禁煙にチャレンジしましょう！
ニコチン依存は病気であり、禁煙する時のイライラを抑えるために薬を使用（ニ
コチンパッチやニコチンガム、飲み薬）することにより軽減します。心理的依
存は、長年の喫煙習慣によるもので、日常生活の工夫が必要となります。酒席
を避ける、体を動かす、深呼吸するなど、自分に合った方法を見つけましょう。
薬の普及と日常生活の工夫で、以前に比べ禁煙がスムーズになりました。

ウォーキング講座

対象：市民でウォーキングに興味のある方。
（※ただし運動制限のない方）
持ち物：動きやすい服装・運動靴・水分・帽子
※雨の場合：暴風警報発令時は中止です。
申込み：問い合わせ：健康増進課（保健センター）へ

日時：6 月 9 日㈬ 10：00 ～ 12：00（受付　9：30 ～）
場所：食とみどりの技術センター　集合場所：正門前（東側）

バランスアップ教室バランスアップ教室
～野菜のとり方や1日の食事量を学べます～
生活習慣病の予防について、特に食事面に重点を置き、
講義・体験実習を交えて楽しく学べます。
日時：6月10日㈭・7月7日㈬　※どちらも同じ内容です
10:00～ 13:00（9:30分受付開始）
対象者：40歳以上の市民　定員：24人� �
会場：羽曳野市立保健センター３階栄養指導室
申込み：健康増進課（保健センター）へ

　 ～成人歯科健診を受けましょう～～成人歯科健診を受けましょう～
５年に１度、特定の対象の方（下記対象者参照）にご自身の歯の
健康を保っていただくきっかけづくりとして、健診を市が負担す
る事業です。市内の実施医療機関で受けられます。

対　　象　　者
昭和 44 年生まれ 昭和 24 年生まれ
昭和 39 年生まれ 昭和 19 年生まれ
昭和 34 年生まれ 昭和 14 年生まれ
昭和 29 年生まれ

※�実施医療機関は
健康だよりをご
覧ください。

6 月 4 日（金）～ 6 月 10 日（木）は歯の衛生週間です
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麻しん（はしか）にご注意！ ( 麻しんは例年、春から夏にかけて流行し、今年も増加が予想されます。)

予防接種健康診査（会場：保健センター）
※対象児に個別通知します。健診日の2週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。

保

M

陵

丹

M

　　　　　　　
　　　　

青

M

無料

青

　　　　　　☎955-4181　　　　 有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9時30分～12時有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑
9時30分～12時

13時～17時

飲用水・井戸水検査・浄化槽

放流水・プール水・浴槽水検査
受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9時30分～12時寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

9：15～12：15

13：00～16：00

9時45分～10時15分

２ 水 予

予

木月 水火 金

一般健康診断

循環器科検診

13：30～15：00

４

水   HIV抗原・抗体検査 
（希望により、梅毒、クラミジア検査が受けられます）

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

9：30～10：00

医療機関に関する相談

9時15分～9時45分

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など「ひ
きこもり家族交流会」と「精神障がい者家族教室」などを開催

「匿名可」

保
陵

保
石

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　 藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181

大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　      
      
      
      
      

  

マタニティクッキング（先着15人）
日時：11月25日㈫　13時30分から15時
対象：妊婦（初めて出産される方優先）
会場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

定期健康・栄養相談
日時：１1月1２日(月)・２６日（月）午前
相談費：無料
持ち物：健診の結果表　など
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

種　類 日　程 対　象　児

平成22年2月  1日～14日生まれ

平成22年2月15日～28日生まれ

平成22年  3月生まれ

平成20年11月生まれ

平成20年12月生まれ

平成19年12月生まれ

平成20年  1月生まれ

平成18年12月生まれ

平成19年  1月生まれ

6月29日、30日

7月27日、28日

6月15日、16日

7月13日、14日

6月  8日、  9日

7月  6日、  7日

1歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

2歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

3歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

4カ月児健康診査

（金曜日実施）

6月11日

6月25日

7月  9日、23日

肝炎ウイルス検査（無料）

２ ４

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く

※予防接種を受ける前に必ず予防接種手帳をよく読み、接
種ワクチンの内容を理解した上で受けるようにしてください。
※対象年齢・接種間隔および回数・実施医療機関等につい
ては「平成22年度健康だより」をご覧ください。

幼児食講習会（保育あり　先着15人）
日　時：11月17日㈪　13時～15時
対　象：就学前の幼児の保護者
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

無料

親子クッキング（先着15組30人）
日　時：12月25日㈭　10時30分から13時30分
対　象：小学生とその保護者
受講費：親子2人で500円　（子ども1人追加につき+200円）
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

２ ４

水 予

精神科医、精神保健福祉担当者などが相談を受けます

集団接種（受付時間：13時30分～14時30分）

個別接種【各医療機関に直接電話で予約】�

持ち物：母子健康手帳（必ず必要です）
　　　　予診票（お持ちでない方は、各会場に置いてあります。)

予防接種 日　　時 場　所

ポリオ 6 月
17 日㈭ 石川プラザ
18 日㈮ 陵南の森
21 日㈪ 保健センター

BCG
４カ月児健診
と同日実施

6 月
11 日㈮

保健センター 3 階
25 日㈮

BCG の予診票は 4 カ月児健康診査のご案内と一緒に送付してい
ます。4 カ月児健康診査をすでに受け、BCG を接種していない
お子さんは健康増進課（保健センター）に電話し予約の上、受付
時間 13:20 にお越しください。

◆離乳食講習会 (保育あり　先着15人 )◆
日時：6月18日㈮・7月15日㈭のいずれか1日13：00～ 15：00
対象：4カ月健診受診後から10カ月までの乳児の保護者 (第 1子優先 )
受講費：無料　　会場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課 (保健センター )へ
◆幼児食講習会（保育あり　先着15人）◆
日時：6月1日（火）13：00～ 15：00
対象：5歳までの幼児の保護者　　受講費：無料
会場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課 (保健センター )へ
◆マタニティクッキング（定員15人）◆
日時：7月 5日㈪13：00～ 15：30
対象：妊婦（初産婦優先）
受講費：無料
会場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課 (保健センター )へ
◆ことばの相談（予約制）◆
こどもの発音・吃音・言葉の遅れなどについて相談をお受けします。
申込み：電話で健康増進課 (保健センター )へ
◆マタニティスクール（定員30人）◆
日時：【7月コース】7月1日㈭、8日㈭、11日㈰、22日㈭
　　　　13：00～ 15：30　※4日間で１コース
申込み：電話で健康増進課 (保健センター )へ

予防接種健康診査（会場：保健センター）
※対象児に個別通知します。健診日の2週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。

保

M

陵

丹

M

　　　　　　　
　　　　

青

M

無料

青

　　　　　　☎955-4181　　　　 有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9時30分～12時有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑
9時30分～12時

13時～17時

飲用水・井戸水検査・浄化槽

放流水・プール水・浴槽水検査
受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9時30分～12時寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

9：15～12：15

13：00～16：00

9時45分～10時15分

２ 水 予

予

木月 水火 金

一般健康診断

循環器科検診

13：30～15：00

４

水   HIV抗原・抗体検査 
（希望により、梅毒、クラミジア検査が受けられます）

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

9：30～10：00

医療機関に関する相談

9時15分～9時45分

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など「ひ
きこもり家族交流会」と「精神障がい者家族教室」などを開催

「匿名可」

保
陵

保
石

藤 井 寺 保 健 所
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ら
の

お 知 ら せ
　 藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181

大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　      
      
      
      
      

  

マタニティクッキング（先着15人）
日時：11月25日㈫　13時30分から15時
対象：妊婦（初めて出産される方優先）
会場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

定期健康・栄養相談
日時：１1月1２日(月)・２６日（月）午前
相談費：無料
持ち物：健診の結果表　など
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

種　類 日　程 対　象　児

平成22年2月  1日～14日生まれ

平成22年2月15日～28日生まれ

平成22年  3月生まれ

平成20年11月生まれ

平成20年12月生まれ

平成19年12月生まれ

平成20年  1月生まれ

平成18年12月生まれ

平成19年  1月生まれ

6月29日、30日

7月27日、28日

6月15日、16日

7月13日、14日

6月  8日、  9日

7月  6日、  7日

1歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

2歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

3歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

4カ月児健康診査

（金曜日実施）

6月11日

6月25日

7月  9日、23日

肝炎ウイルス検査（無料）

２ ４

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く

※予防接種を受ける前に必ず予防接種手帳をよく読み、接
種ワクチンの内容を理解した上で受けるようにしてください。
※対象年齢・接種間隔および回数・実施医療機関等につい
ては「平成22年度健康だより」をご覧ください。

幼児食講習会（保育あり　先着15人）
日　時：11月17日㈪　13時～15時
対　象：就学前の幼児の保護者
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

無料

親子クッキング（先着15組30人）
日　時：12月25日㈭　10時30分から13時30分
対　象：小学生とその保護者
受講費：親子2人で500円　（子ども1人追加につき+200円）
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

２ ４

水 予

精神科医、精神保健福祉担当者などが相談を受けます

予防接種の種類：百日咳ジフテリア破傷風（DPT）第1期
　　　　　　　　ジフテリア破傷風混合（DT）第2期
　　　　　　　　麻しん風しん混合（MR）第1・2・3・4期
　　　　　　　　日本脳炎
持ち物：母子健康手帳（必ず必要です）
　　　　予診票（お持ちでない方は、母子健康手帳を持って健康
������������増進課まで取りに来てください。）

日本脳炎ワクチンについて
（Ｈ22年3月9日以降は新ワクチンのみとなっています。）

　厚生労働省からの通知（Ｈ22.4.1付）により、3歳に対す
る初回接種を積極的に勧奨することになりました。詳細につい
ては、未定のため分かりしだい、お知らせ致します。第2期（9
歳以上13歳未満）の予防接種については、新ワクチンの使用
が許可されていないため、現在は接種することができません。

～詳しくは健康増進課までお問い合わせください～

麻しんは予防接種で防ぐことができる病気です！
麻しんは麻しんウイルスにより、空気感染し、感染力が強いのが
特徴です。発熱や咳、鼻水といった風邪のような症状と発しんが
現れます。肺炎、脳炎といった重い合併症を発症することもあり
ます。積極的な予防接種が望まれます。

平成18年より、保険診療での治療が始まっています。（※保険適用での治療を受けるためには、喫煙年数・喫煙本数やニコチンへの依存度など一定の条件があります。）

麻しん風しん混合予防接種を受けましょう！！
１回の接種では、免疫がつかない場合や、免疫がついたにも関わ
らず、時間の経過とともに免疫が衰える場合もあります。２回の
接種により免疫は強固になります。予防接種の対象の方は、早め
に受けましょう。

★�平成22年4月に麻しん風しん混合（ＭＲ）2期・3期・4期、
ジフテリア破傷風混合（ＤＴ）2期の個別通知を郵送しました。
個別通知が届いていない方は、健康増進課（保健センター）ま
でご連絡ください。
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街かどから

羽曳野市軟式野球スポーツ少年団
　第 32 回「羽曳野市長杯」大会の結果
　羽曳野市軟式野球スポーツ少年団の第 32回「羽曳野市

長杯」大会が、4月 4日から 4月 18日にかけて石川スポー

ツ公園第４グラウンドで開催されました。本大会にはＡク

ラス 10チーム、Ｊｒクラス 6チ―ムが参加し、熱戦を繰

り広げました。成績は次のとおりです。

ハイチ大地震支援バザー
　向野市民協議会婦人会が

4月 18 日㈰に向野老人いこ

いの家にて多くの被災者を出

したハイチ大地震の復興支援

のためにバザーを開催しまし

た。この売り上げ金の一部を

義援金としてお持ちください

ました。この義援金はハイチ

復興のため赤十字に寄付いた

します。併せて、羽曳野市社会福祉協議会へも福祉にお

役立てくださいと、ご寄付をいただきました。

健康ふれあいの郷グラウンド・ゴルフ大会！
　　～目指せグランドチャンピオン～

　4月 23日㈮に健康ふれあ

いの郷グラウンド・ゴルフ

場にて羽曳野GGC月例大会

が開幕しました。なお、月

例大会は、これからも毎月開催し、7回以上参加され、

年間獲得ポイントの上位 64人はグランドチャンピオ

ン大会（来春開催予定）に参加することができます。

第 36 回 羽曳野市ソフトボール連盟会長杯
　去る 4月 4日から 4月 25日にわたり 24チームがトーナメント

方式により、石

川河川敷グラウ

ンドにて熱戦を

繰り広げました。

準優勝はキラー

ズさんです。

優　勝：羽曳野イーグルス　
準優勝：島泉ファイブボーイズ
第３位：羽曳野ブラックイーグルス

優　勝：リトルタイガース
準優勝：島泉ファイブボーイズ
第３位：羽曳野サンリトル

リトルタイガース

羽曳野イーグルス

Ａクラス

Ｊｒクラス

羽曳野市よい歯のコンクール　

4月 22 日、大阪府

歯科医師会等が主

催する「第 59 回全

大阪よい歯のコン

クール羽曳野市地

区予選会」が保健セ

ンターで開催され

ました。市歯科医師

会の東浦先生による審査の結果�最優良賞に竹村�望央ちゃ

ん ( 高鷲 )、優良賞に森�春樹くん ( 栄町 ) と山本　喜市く

ん（羽曳が丘）が選ばれました。竹村望央ちゃんは全大阪

よい歯のコンクール中央審査会に出場していただきます。

優勝チーム：球友クラブ（古市）

ひったくり防止カバー無料取り付けキャンペーン
　4月 28日㈬に「ひったくり」を防止す

るために有効な自転車の前かごに装着す

るカバーの無料配布を羽曳野警察署管内

防犯協議会・レディースアドバイザーの

協力を得て古市駅前の近商ストア周辺に

て行いました。当日は羽曳野市長・

羽曳野警察署長にも参加いただき、

150台の自転車にカバーを装着しま

した。参加者からは一件でも犯罪が

減少し「安心して暮らせる街」にな

ればとの声が上がっていました。

高鷲小学校区青少年育成協議会こいのぼり
　5月 1日午前に、高鷲校区
青少年健全育成連絡協議会メ
ンバーなどにより、高鷲小学
校校門前を流れる東除川の両
岸にわたる鯉のぼりが架けら
れました。子どもの立派な成
長を願い、各家庭で活躍してきた鯉のぼりは、「無事役目を
終えた後、押入れに眠り不要品として片付けられてはいな
いだろうか？」などの思いから、育成協に預けてもらいこ
のような取り組みに発展いたしました。今後は高鷲小学校、
中学校、幼稚園をはじめ地域の子ども達すべての立派な成
長を教育関係者・地元住民共々が願うべく、毎年この時期
このように川面に泳がせ育成協の行事として取り組んでい
きたいとのことです。

竹村 望央ちゃん
山本�喜市くん

森�春樹くん
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ことはちゃん
　

平成21年9月24日生まれ

東阪田

北辻 
きたつじ

　　２人仲良く優しい子になってね。
　　母親の章子さん撮影
 　

あんどう

　　いつも素敵な笑顔ありがとう
　　明るく元気に育ってね。
　　母親の幸子さん撮影

 　

菜月ちゃん
　なつき

平成21年8月6日生まれ

誉田

樋口 
ひぐち

亜希音ちゃん
　あきね

平成20年1月20日生まれ

軽里

安藤
亨ちゃん

　あきら
平成15年3月7日生まれ

　　おじいちゃんが大好きです。
　　母親の典子さん撮影
 　

　５月５日（こどもの日）の恒例イベント
である「はびきの市民フェスティバル白鳥
伝説『はびきの祭』」が、盛大に開催され
ました。今年は、『峰塚公園』をメイン会
場に、『ＬＩＣはびきの』で音楽祭やお茶
席など、２つの会場で様々なイベントを実
施し、あわせて約 50,000 人の方々が来場
されました。
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主な公共施設

      羽曳野市の宣言
○交通安全都市宣言
○非核平和都市宣言
○人権擁護都市宣言
○健康都市宣言
○青少年健全育成都市宣言

羽曳野市役所
☎958-1111　℻958-0212

（老人福祉センター・
　　公民館・図書館）

支　所

羽曳野市民会館

LICはびきの
（生活文化情報センター）
はびきのコロセアム

市民体育館（西浦）

陵南の森総合センター

陵南の森生きがい情報センター
（テレワークセンター）

ＭＯＭＯプラザ

丹治はやプラザ

石川プラザ

保健センター
（休日急病診療所）
人権文化センター

青少年児童センター

白鳥児童館

青少年センター

道の駅 しらとりの郷・
　　  羽曳野  総合棟
子育て支援センターふるいち

子育て支援センターむかいの

給食センター

社会福祉協議会

シルバー人材センター

柏原羽曳野藤井寺消防本部

羽曳野警察署

藤井寺保健所

藤井寺郵便局

柏羽藤環境事業組合

クリーンピア21（火曜日休み）

☎955-0583　
℻930-2144
☎958-2311　
℻958-2312
☎950-5500　
℻950-5505
☎937-3123　
℻937-3124
☎958-2340　
℻958-3614
☎952-2751　
℻952-1303

☎931-1900　
℻931-2112
☎957-5553　
℻957-5580
☎937-2355　
℻937-2388
☎950-2002　
℻958-9110
☎956-1000　
℻956-1011
☎955-4556　
℻955-7042
☎952-0032　
℻937-8580
☎957-4900　
℻957-4900
☎958-0050　
℻958-0050
☎957-6900　
℻957-6910
☎958-3308　
℻958-3308
☎953-6361　
℻953-6361
☎958-2306　
℻958-1082
☎958-2315　
℻958-3853
☎959-0555　
℻959-0333
☎958-0119　
℻958-9900
☎952-1234　
℻952-2531
☎955-4181　
℻939-6479
☎954-2601　
℻938-8591
☎976-3333　
℻976-3331
☎975-2580　
℻975-2577

 「子ども手当」について子育て支援課よりお知らせです。

「子ども手当」の受付をしています
　平成 22年４月１日から始まった子ども手当の手続きについて、新たに対象
となる受給資格者の方へ４月中旬に申請書を郵送しました。子ども手当受給の
ためにはこの申請書の提出が必要になりますので、まだ提出されていない方は
９月30日㈭までに手続きをお願いします。９月30日㈭を過ぎて申請される
と４月にさかのぼって支給することができませんのでご注意ください。
　申請が必要な「新たに対象となる受給資格者の方」とは、以下の方です。
　○従来所得制限により児童手当を受給されていなかった方
　○新たに支給対象となる中学生等がいらっしゃる方（中学２年生および３年生）
　※従来から児童手当を受給されている方は再申請の必要はありません。

子ども手当の現況届を提出してください
　従来から児童手当を受給している方（平成 22年４月から子ども手当に切り
替わっています。）は、６月にお送りする「平成 22年度子ども手当現況届」等
の書類を６月30日㈬までに、子育て支援課または支所へ提出してください。
６月15日㈫を過ぎても用紙が届かない場合は、ご連絡ください。
　なお、４月以降に新たに子ども手当の申請をした方は、現況届の提出は必要
ありません。

６月は「子ども手当」の支給月です
　６月11日㈮に、受給資格者の方の指定口座に子ども手当を振り込みます。
振込内容は下記のとおりですので、ご確認ください。
　・平成 22年２月・３月分の児童手当
　　　（これまで児童手当を受給されていた方のみ）
��・平成 22年４月・５月分の子ども手当
　　　（中学校修了までの児童一人につき月額13,000円）

問合せ　子育て支援課　内線1222

市税催告コールセンターの開設を予定しています。
　羽曳野市では、雇用情勢の悪化に対し、緊急に雇用の創出を図るため、「緊急雇
用創出基金事業費補助金」を活用し、民間委託による「市税催告コールセンター」
を市役所内に開設するための準備を、昨年度に引き続き今年度（平成 22年度）も
進めています。
　センターの運営は民間業者への委託を予定しています。開設期間や業務時間な
どの詳細が決まりましたら、羽曳野市ウェブサイトなどでお知らせします。

問合せ　税務課納税相談担当　内線1440・1450

　　　振り込め詐欺など不審電話にご注意！！
　「市税催告コールセンター」から、還付金の案内や納付のために
ATM（現金自動預け払い機）の操作を求めることは一切ありません。
　　���＜不審と思われる電話にご注意ください。＞

インターネットによる公有財産売却のお知らせ
　市では、一般競争入札により、公用車の売却を実施します。
詳しくは、市のウェブサイト（http://www.city.habikino.osaka.jp/）の「インタ
ーネット公有財産売却」をご参照ください。　　　　　　　
　�　　　　　　　　　　　　　　　　　　（契約検査課　内線3631･3632）
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羽曳野市立小・中学校　講師希望者登録のお知らせ
　羽曳野市内の公立学校で、講師としての勤務をご希望されている方は、ぜひ登録
してください。特に、国語・数学・理科の教員免許をお持ちの方は登録してください。
ただし、登録された方がすぐに採用されるわけではありません。
※�講師とは、教員の出産休暇等により長期間欠員が生じる場合に、あらかじめ登録
されている方の中から、臨時的に雇用される方です。
対�象　教員免許状（普通免許状）を有する方で、地方公務員法第16条および学校
　　教育法第９条に該当しない方
申�込　市教育委員会学校教育課へ履歴書を持参もしくは郵送�
　　　〒583-8585　羽曳野市誉田４丁目１番１号　教育委員会�学校教育課　
　　　☎ 958-1111　内線4150
　　　※�講師希望者登録申込書は市教育委員会、大阪府教育委員会等で配布し

ています。また、郵送による請求、大阪府教育委員会ウェブサイトからの
ダウンロードでも入手していただくことができます。

　　　　詳しくは市教育委員会�学校教育課までお問い合わせください。

平成 23 年度　小中学校使用教
科用図書（教科書）見本本展示
日時　６月18日㈮～７月16日㈮
　（土日を除く）　９:30～17:00
会場　LICはびきの�２階�教育研究所内
　　　　　　　　　　�（学校教育課）

介護支援専門員の資格更新制度について
○�平成18 年４月の介護保険制度の改正により、介護支援専門員の資格について、
５年毎の更新制度が導入されました。

○�平成 22年度更新研修の対象者は、第８回の実務研修修了者です。
○�更新研修を希望される方は、下記までお問い合わせください。
問合せ　㈳大阪介護支援専門員協会　☎ 06-6390-4010

固定資産税・都市計画税の減免制度について
　自己居住用の固定資産を所有する者で一定の所得者層に対する減免
制度です。対象者は次に掲げるすべての要件に該当する納税義務者です。
対象者
　①納税義務者が平成 22年１月１日現在で65歳以上、障がい者、寡
　　婦または寡夫のいずれかであること。
　②納税義務者および当該納税義務者と生計を一にする者の全員が、
　　住民税均等割非課税限度額以下の所得であること（表参照）。
　③所有している固定資産が自己居住用だけであり、所有家屋の延床
　　面積が 70㎡以下であること。
　④固定資産の年税額（土地・家屋）の合計が５万円以下であること。
減免率
　固定資産の年税額（土地・家屋）の２分の１
減免申請等
　減免申請書に必要事項を記入押印の上、平成22年８月31日まで（土・
日・祝日を除く、９:00～17:30）に市役所税務課に提出してください。
なお、申請は毎年必要です。
○所得要件（平成 22年）
　　市税条例第14条第２項による

問合せ　本庁１階⑨番固定資産税土地担当窓口　内線1540

　　扶養がない場合 　　　　320,000円
　　扶養が１人の場合 　　　　830,000円
　　扶養が２人の場合 　　　1,150,000円
　　扶養が３人の場合 　　　1,470,000円

住宅のバリアフリー改修・熱損失防止（省
エネ）改修、認定長期優良住宅に係る固
定資産税の減額要件の延長について
　平成 22年度の税制改正にともない、そ
れぞれ減額要件の期間が延長されました。

●バリアフリー改修　
　工事完了期間　平成 25年３月31日まで
●熱損失防止（省エネ）改修
　工事完了期間　平成 25年３月31日まで
●認定長期優良住宅
　新築期間　平成 24 年３月31日まで
　
　なお、バリアフリー改修・熱損失防止（省
エネ）改修については、改修工事完了後３
か月以内。認定長期優良住宅については、
新築した翌年の１月31日までに申告が必
要になるなど、それぞれ該当要件等が異な
りますので、詳しくは固定資産税家屋担当
までお問合せください。

問合せ　税務課固定資産税家屋担当　
　　　　内線1550・1551

　固定資産税の減免・減額のお知らせ

全国一斉「子どもの人権 110 番」
強化週間��６月28 日㈪～７月４日㈰
　いじめ、不登校など子どもの人権問
題を専門委員（人権擁護委員）が相談
におこたえします。
～相談は無料、秘密は必ず守ります～

電話　0120-007-110　
　　��（全国共通・フリーダイヤル）
問合せ　大阪法務局人権擁護部第三課
　☎ 06-6942-9492

日�程 時�間
６月28日㈪～７月２日㈮ ８:30～ 19:00

７月３日㈯・４日㈰ 10:00～ 17:00
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 　　　　    今月の納税

 　　　　　  
市・府民税　  第１期分

６月は「就職差別撤廃月間」です  《しない  させない  就職差別》
　就職の面接で、家族の出身地や職業、思想・信条などについて質問することは、本人
に責任のない事項や本来自由であるべき事項で応募者を判断することになり、就職差
別につながるおそれがあります。
　大阪府では、６月を「就職差別撤廃月間」と定め、啓発事業に取り組んでいます。就
職の機会均等を保障することの大切さについて皆さんのご理解をお願いいたします。
　　【就職差別110番】
　採用面接時等の差別について、相談、関係機関の紹介等を行います。
　○電話番号　06-6944-6761��（６/23 ㈬～25 ㈮�10:00 ～18:00）
　○ E-mail　rosei-g04@sbox.pref.osaka.lg.jp（Ｅメールでの相談受付は６月中随時）
問合せ　大阪府商工労働部雇用推進室

話そう、働こう、育てよう。いっしょに。（平成22年度標語）
　　　６月23日から29日までの1週間は、男女共同参画週間です

　男女が、互いにその人権を尊重しつつ喜びも責
任も分かち合い、性別にかかわりなく、その個性
と能力を十分に発揮することができる男女共同
参画社会の実現に向け、内閣府では平成13 年
度より男女共同参画週間を実施しています。
　羽曳野市ではその趣旨を広く理解していただく
ためにさまざまな事業や講座を展開しています。
　今月は女性のためのパソコン教室を開催しま
す。ブログや暑中見舞いを作りながら、パソコン
の基礎と応用を学ぶことができるカリキュラムで
す。男性も女性も、年齢に関係なく自分らしい人
生を生きることができるような社会にしましょう。

（募集記事��P27)
　　　　　　　　　　　　　　人権推進課

　このシンボルマークには、“男
女が手を取り合っている様子を
モチーフにし、互いが尊重しあ
い共に歩んでいく”という願い
が込められています。

多重債務でお悩みの方へ
　借金の問題解決は、あなたの決意し
だいで解決します。一人で悩まず、ぜひ
ご相談ください。相談費用は無料です。
相談時間　
　㈪～㈮（祝日除く）９:00～17:00
相談窓口　
近畿財務局　☎ 06-6949-6523・6875
京都財務事務所　☎075-752-1424

神戸財務事務所　☎078-391-6948
消費者相談（要予約）
　毎週（月・水・金曜日）　
　10:00 ～15:00（水曜日は14:00まで）
問合せ　産業振興課　内線 2780

行政書士無料相談（予約制）
　相続、遺言、成年後見、離婚、永住、
帰化および営業許可申請など法的な
申請手続きについて大阪府行政書士
会が相談に応じます。
　事前に予約してください。
日時　６月15日㈫　13:00～15:00
会場　市役所別館　２階研修室
問合せ　同会南大阪支部　平岡　
　☎�930-5957

６月は
市・府民税の納付月です。
納付書は綴らずにお送りしています。

　  前期全納は６月30日まで。
　６月は市・府民税第１期分の
　納付月です。市・府民税の納付
　書には次の２種類があります。

６月30日を過ぎ
るとこの納付書
は使えません。

全
市・府民税

6月　　

各納期までに
お納めください。

（税務課　内線1420）

ア.前期全納

第１期分

第２期分

第３期分

第４期分

６月

８月

10月

12月イ.期別納付

市・府民税

近鉄バスの羽曳が丘９丁目・10 丁目方面への経路とダイヤが変更になります。
　６月５日㈯始発から、羽曳が丘９丁目および10丁目方面への経路の変更を行
うとともに、停留所の新設・移設を致します。併せて羽曳野線のダイヤの変更も致
します詳しくは、新しく掲出している停留所時刻表でご確認ください。
　（1）新設する停留所　○羽曳が丘９丁目（８丁目方面）
　　　�����　　　　������○羽曳が丘10丁目（西３丁目方面）
　（2）移設する停留所　○羽曳が丘西１丁目
問合せ　近鉄バス�松原営業所　☎ 072-332-1160

「めいわく駐車追放」キャンペーン
 　　　　　「その駐車　あなたがよくても　みんなが困る」
６月は「めいわく駐車追放月間」です。
　また、その期間中の６月 21 日㈪に古市駅周辺をモデル
地区として、羽曳野市駐車問題協議会が広報啓発活動とパ
トロールを実施いたします。
　１台のめいわく駐車により交通停滞や交通事故の要因に
もなることから、バス、電車等や駐車場を利用することで
交通停滞の緩和につながります。
　安全・安心で快適なまちづくりにご協力をおねがいいた
します。
　また、古市駅および古市駅前周辺をご利用の際には各種
公共交通機関もしくは市営西駐車場をご利用ください。

古
市
図
書
館

白
鳥
神
社

古市駅

古市駅西駐車場
20 分以内無料

駅までの歩径路

（道路課）
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お知らせ

定期救命講習のお知らせ
　今話題のAED（自動体外式除細動
器）の使用方法を含めた応急手当の
講習会ですもしもの時のために、あな
たも救命講習を受講しませんか。

※講習時間は全て 13:30 ～ 16:30　　
　費用は無料です。受講後に修了証
を発行いたします。人数に制限があり
ますので、必ず電話にて下記までお問
い合わせください。
問合せ　柏原羽曳野藤井寺消防組合
　消防本部　☎ 958-0119

日��時 場��所

６月12日㈯
��藤井寺市立市民総合体育館　

第４会議室

６月27日㈰
柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部�

３階　視聴覚室

７月10日㈯ 柏原市立地域福祉センター

７月25日㈰
柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部�

３階　視聴覚室

税理士による無料税務相談センター
�����

　本年度の羽曳野市役所における
　相談センター
���７/21･８/18・９/15・10/20・11/17
　いずれも第３水曜日に開催予定です。
　納税協会・府税事務所 (いずれも
　富田林市 )でも開催しています。

日　時 ６月16日㈬　13:00～ 16:00

会　場 市役所�１階�税務相談コーナー

対象者 一般納税者で、税理士の関与がない方

相談内容 口頭による所得税・相続税や経理
などに関する相談

相談時間 １人30分程度

予　約 電話申込による先着順
（予約状況により当日申込も可）

問合せ
申　込

近畿税理士会　富田林支部事務局
☎ 0721-25-6250
（月～金曜日　９:00～ 16:00）
※当日申込のお問合せも、上記ま　
　でお願いします。

大雨や洪水などの気象警報・注
意報の改善について
　気象庁では、大雨や洪水などによる
災害への警戒・注意について大雨警報
などを、都道府県をいくつかに分けあ
らかじめ定めた複数の市町村で構成さ
れた地域を対象に発表していました。
　これを、「羽曳野市に対して大雨警報
を発表」など、個別の市町村を対象と
して発表する改善を行います。これに
より、警戒の必要な市町村が明確にな
るなど、効果的な防災対応につながる
ものです。
　この改善を平成22年５月27日より
実施しています。
問合せ　大阪管区気象台技術部予報課
　☎ 06-6949-6303

親子ふれ愛（ふろ愛）

　保護者同伴の
子ども（小学生以
下）の市内銭湯
無料入浴デー、
ふれあいを大切に…。
　近所のおじさん、おばさんと同
伴でもいいよ。

※ただし、日曜日が休業の場合は前日の
　土曜日です。

   

６月６・13・20・27日㈰

三障がい合同サロンのお知らせ
　視覚・聴覚・肢体障がい者の合同サ
ロンを企画しました。
　ハーブの香りに包まれた夢見るひと
時を過ごしてみませんか？
日時　６月28日㈪　13:30～15:30
講師　西條　弘恵�先生
テーマ　アロマセラピー
場所　市役所別館�２階�第３研修室
対象　視覚・聴覚・肢体障がい者とその家族
定員　20人（先着順）
費用　300円（ハーブティが付きます）
持物　フェイスタオル1枚
締切　６月18日㈮
問合せ　障害者総合支援センターはる
　☎ 957-1607　ＦＡＸ 957-1604

「平成 21年度発掘調査成果展」
のお知らせ
　６月23日㈬から陵南の森公民館
歴史資料室で平成 20 年10月～平
成 21年９月まで実施した発掘調査の
成果展を開催します。
　主な展示品は、峯ヶ塚古墳、城不動
坂古墳、塚穴古墳、壷井丸山古墳の出
土遺物をはじめ、調査中の現場写真
パネルなどです。なかでも、城不動坂
古墳から出土した盾持ち埴輪の出土
は羽曳野市では初めてになります。
�（社会教育課　世界遺産登録準備室）

高年者敬老入浴
　65歳以上の市民を対象に毎月１回、
市内の公衆浴場において敬老入浴を行
います。入浴時に対象年齢以上である
ことを申し出てから入浴してください。
　なお、一人あたり１回100円をご負
担ください。
日時　６月15日㈫、７月15日㈭
費用　100円
利用できる施設
　古市温泉、羽曳野温泉、
　新高鷲温泉…６月のみ14日㈪
　紅梅湯…７月のみ14日㈬
問合せ　福祉支援課

農産物展示品評会
　羽曳野市農研クラブは、夏野菜・果
樹の農産物展示品評会を開催します。
日時　６月11日㈮　９:00～　　　
会場　市役所議会棟下
出品受付　当日８:00～９:00　
　※品評会出し物を、審査終了後　
　　10:30頃より販売します。
問合せ　産業振興課内農研クラブ事務局
　内線 2761・2762

６月１日は「人権擁護委員の日」　
特設人権相談を開設します
時間　６月１日㈫　10:00 ～12:00、
　14:00 ～16:00　　
場所　市役所�別館３階第３会議室
�※直接会場へお越しいただくか、電話
　� でご連絡ください。　　　　　　
　　　　　　　　　　�（人権推進課）
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ひとり親家庭等コールセンタースタッフ養成講座受講生募集
日　程　７月24日㈯開講��適正審査：７月３日㈯��基礎訓練：全８日間��応用訓練：全 22日間
申　込　６月21日㈪��締切
会�　場　大阪府ひとり親家庭等在宅就業支援センター（大阪府谷町福祉センター６階）ほか
対象　ひとり親家庭の母、父、寡婦
　　　①基礎訓練、応用訓練ともに全日程受講可能な方
　　　②応用訓練終了後にコールセンターで就労可能な方
　　　※�本講座は、あらかじめ適正審査を行うとともに、定員の関係上、すべての申

込者が受講できるものではありません。詳しくは下記までお問合せください。
問合せ　子育て支援課　内線1224

税務職員募集のお知らせ
　平成 22年度国家公務員採用Ⅲ種（税務）試験要領
受験資格　平成元年４月２日～平成５年４月１日生まれの方
試験程度　高等学校卒業程度
申　　込　６月22日㈫～29日㈫　（郵送：６月29日㈫までの通信日付印有効）
　　　　　人事院近畿事務局　〒553-8513　大阪市福島区福島１-１-60　
　　　　　☎ 06-4796-2191
試 験 日 �〔第１次試験〕　９月５日㈰　試験内容：教養試験、適性試験、�作文試験
　　　　��〔第２次試験〕��10月14日㈭～21日㈭の指定する１日
　　　　　　　　　　����試験内容：人物試験、身体検査
合格者発表　第１次試験合格者発表日　10月７日㈭
　　　　　　最終合格者発表日　11月11日㈭
試 験 地 �〔第１次試験〕　京都市、大阪市、神戸市、奈良市、和歌山市、田辺市
　　　　��〔第２次試験〕　第１次試験合格通知書で通知
採用予定数　近畿地方�約 45人
　　　　　　（平成 22年３月現在のものであり、変動する場合があります。）
問 合 せ ���大阪国税局人事第二課試験係　☎ 06-6941-5331または
　　　　　�富田林税務署総務課　☎ 0721-24-3281
　　　　　�※採用に関する情報は、国税局ウェブサイト　http://www.nta.go.jp
　　　　　���「採用案内」にも掲載しています。

「中高年男性のための料理教室」
 ～気軽にできる台所料理～募集
　「これまで家で一度も料理をしたこ
とがなかったけれど、これからは家で
料理をしてみたい」「少しぐらいなら我
流で出来るけれど、包丁の持ち方や味
付けなど、料理の基本のワザを身に
つけたい」と思っている中高年男性の
ための講座です。今後の生活設計に
役立つお話も聞けます。
日時　７月21日㈬　
　　　10:00 ～14:30
場所　陵南の森公民館
メニュー　鶏肉とじゃがいものうま煮、
　なすの鍋しぎ、玄米ご飯
講師　吉田清彦（家事としての男の手
　料理研究家・関西調理師学校講師）
対象　おおむね 50代～ 60代の男性
費用　1,000円（材料費込）
定員　24人（先着順）
その他　一時保育あり（無料）
申込　電話申込。人権推進課まで。

第13 回  大阪府介護支援専門員実務研修受講試験（試験日 10 月24 日㈰）
試験要領　配付・受付　６月18日㈮～７月12日㈪
（受験申込書）　配付場所　府民情報プラザ、保健所、市役所高年介護課など
会　場　��（予定）大阪府立大学、大阪市立大学、桃山学院大学、森ノ宮医療大学（コスモキャンパス）
問合せ　　大阪府地域福祉推進財団試験係　☎ 06-6763-8044

第14 回　大阪府花と緑の街づくり
コンクール
　花と緑の街づくりに寄与する作品を
募集します。このコンクールは、花と
緑で街を彩ることにより、潤いのある
都市の景観つくり、生活環境を改善
し併せて花や緑に関する知識や技術
の向上を目指しています。
応募対象　　
①団体部門（府内の民間団体、民間
　企業等、公益団体、地方公共団体）
②個人部門（府内居住地の個人住宅、
　店舗等）
応募期間　５月３日～７月５日㈪まで
　　　　　（当日消印有効）
応�募方法　応募用紙に必要事項を記
入し、写真を貼布してご郵送ください。
なお、応募書類ならびに写真は返却
いたしませんので御了承ください。
問合せ　㈳大阪府公園・都市緑化協会
　南部事務所
　「大阪府花と緑の街づくりコンクール」係
　☎ 072-251-9131・ＦＡＸ 072-251-8789

介護に役立つ整形外科のトリビア
日　時　７月４日㈰　10:30 ～12:00
内　容　整形外科の知識を得る事により、介護者自身も健康な体を維持する。
対　象　地域住民の方々　　　場　所　西松庵たかわしデイサービス
講　師　大阪市立大学病院　整形外科　准教授　小池　達也
申　込　グループホーム西松庵　☎ 953-1511

認知症高齢者の特徴と周辺症状への対応・進行予防
日　時　６月15日㈫　13:30 ～15:00
内　容　認知症の初期症状を知ることで、家庭においても早期に認知症の発症に
　　　　気づき、進行を遅らせる対応などの勉強をする。
対　象　地域住民の方々　　　場　所　陵南の森
講　師　グループホーム　こころあいの看護師および職員
申　込　グループホームこころあい　☎ 931-0075
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講　座

羽曳野市立保育園夏季アルバイト募集
　羽曳野市立保育園では、夏季限定
で保育士のアルバイトを募集します。
募集職種　保育士
募集人員　約20人程度
募集資格　保育士資格を有する方
　（６月１日現在　高校生不可）
　ただし学生の方は、資格を問いません。
勤務期間　おおむね７月21日㈬～
　８月31日㈫�（日曜日休み。その他、
　勤務不能な日は、申込時に申告し
　てください。）
申�込　６月18日㈮�（土・日除く）ま
でに、履歴書を子育て支援課（市役
所別館⑤窓口）へ提出してください。
そ�の他　採用となった場合、健康診
断書（胸部 X 線および検便）を提
出していただきます。
問合せ　子育て支援課　内線1231

「私のためのパソコン教室」募集
　マウス操作や文字入力ができ、インターネットを使える中級程度の内容です。

「暑中見舞いクラス」
　ワードを使ってはがきをデザインします。写真やイラストを使って編集し、最終日
にはカードやはがきを印刷します。

「ブログクラス」
　自分だけのブログを立ち上げる講座です。インターネットで自分の日常を発信し
てみましょう！

費　用　各クラス　1,000円（３回分。テキスト代金およびフロッピー代金含む）
定　員　各クラス　10人　　
対　象　市内在住・在勤の女性。原則として全回出席できる方。
その他　一時保育有、２歳から未就学児（要予約）　各クラス定員５人（無料）
　　　　※使用するパソコンのOSは、WindwsＸＰです。
申込・問合せ　申込は電話のみ。６月２日㈬９:00～　人権推進課まで

暑中見舞いクラス①（月曜クラス） ６月28日、７月５日・12日 10:00～ 12:00

暑中見舞いクラス②（火曜クラス） ６月29日、７月６日・13日 13:30～ 15:30

ブログクラス①（月曜クラス） ６月28日、７月５日・12日 13:30～ 15:30

ブログクラス②（火曜クラス） ６月29日、７月６日・13日 10:00～ 12:00

��

　特別平和展部門において｢平和 ｣をテーマにした作品を募集します。ふるってご応募ください。

テ ー マ �「平和」に関すること
募集内容　絵画・ポスター（サイズ：４つ切り程度）　写真（サイズ：A4版まで。例えば、ほのぼのとしたスナップショット的なもの）
応募方法　人権推進課まで持参もしくは郵送　※必ず、住所・氏名（ふりがな）・年齢（学年）・電話番号を明記してください。
募集期間　６月28日㈪～７月９日㈮
表　　彰　入賞者には文書で通知します。また、「羽曳野市ウィーン展＆特別平和展」にて表彰式を行います。
　　　　　○小学生以下の部　○中・高校生の部　○一般の部　（絵画・写真�各部門別に表彰）　副賞：参加記念品
そ�の�他　※応募作品の返却はいたしません。ただし、返却ご希望の方は８月末までに人権推進課までご連絡ください。
　　　　��※お一人様、各１点の応募とさせていただきます。
　　　　��※応募作品の第１使用権は羽曳野市に帰属します。
問�合�せ��　人権推進課　

　核兵器廃絶と恒久平和の実現は人類全体の願いです。誰もが平和の尊さを認識し、恒久的に平和な世界の実現に向けて、
非核平和都市を推進し、すべての国（人）が平和で人間らしく幸せに過ごせる社会の実現をめざすため、多くの方々から、「平
和の尊さ・大切さ、平和を感じる瞬間」などを主題にした作品を公募し、市民の事業への参画を頂きながら平和意識の向上
を図ることを目的とします。

～ウィーン市ヒーツィング友好都市締結 15 周年・終戦 65 周年記念事業～
       ＝平成 22 年８月７日㈯・８日㈰　ＬＩＣはびきのにて開催＝｢ 羽曳野市ウィーン展＆特別平和展 ｣

広�

告
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市立藤井寺市民病院公開講座
講演���「もしもガンになったら？
　　�������～知っておくべき基礎知識～」
日時　７月３日㈯　14:00 ～16:00頃
　13:30 開場
会場　藤井寺市民総合会館　小ホール
　※看護フェアも同時開催。
問合せ　市立藤井寺市民病院事務局
　☎ 939-7031　http://www.city.
　fujiidera.osaka.jp/hospital/

初心者・シニアの方中心の楽しいパソコンサークル  ステップ　（定員16 人）
　羽曳野市民会館で初心者対象の『IT 特別講座�パソコン入門編�５回』開催決
定いたしました。申込、問合せはお電話にて受付致します。
日時　６月15日㈫・17日㈭・22日㈫・28日㈪・30日㈬　10:00 ～12:00
費用　4,500円　テキスト代 500円別　（ノートパソコンをご持参ください。）

　LICはびきのでの６月の講座内容は下記の通りです。（★は同じ講座内容になります）
前月に引き続き、初心者向けの『パソコン入門講座』（５回）・『ワード講座』（５回）
もあわせて参加者募集致します。

　※�初級者･･･IT 講座終了レベルの方対象です。
　※『うちわ作成講座』は、材料費別途となります。
費用　1回 900円（パソコン入門５回・ワード講座５回に限りテキスト代 500円別）
定員　午前・午後　各16人　先着順で定員になりしだい締め切らせて頂きます。
場所　LICはびきの　３階小会議室　A・B・Cいずれかになります。
持物　ノートパソコンをご持参ください。
申込　電話受付　☎ 090-6608-5799　�パソコンサークル�ステップ�山田�智子

日　時 内　容
初級 ６月１日㈫

Ｂ教室

10:00～ 12:00 �Word　罫線　表作成のいろいろ

初級 13:00～ 15:00 �Excel　便利な機能②　絶対参照など

初級 15:00～ 17:00 �パソコン入門講座　４回目（初心者向け）�

初級 ６月８日㈫
B教室

10:00～ 12:00 �デジカメ講座　写真の取り込みと保存

初級 13:00～ 15:00 �パソコン入門講座　５回目（初心者向け）

応用 ６月12日㈯�
Ｂ教室

10:00～ 12:00 �Word　うちわ作成　世界に一つだけのうちわ！

応用 13:00～ 15:00 �Excel　体重管理でメタボチェック！★

初級 ６月14日㈪
Ｂ教室

10:00～ 12:00 �Word　簡単！名刺作成講座（前月と同内容）

初級 13:00～ 15:00 �ファイルとフォルダの整理

初級 ６月25日㈮
Ｃ教室

10:00～ 12:00 �Excel　体重管理でメタボチェック！★

初級 13:00～ 15:00 �デスクトップの壁紙・マウスポインタの変更

初級 15:00～ 17:00 �ワード講座　１回目　（初心者向け）

「やさしいパソコン教室」受講者募集羽曳野 IT サポート会
　これからパソコンを始めてみたいという方を対象に、パソコンの基本を学んでい
ただける講座です。
日時　７月１日・８日・15日（木曜日３回）　13:30 ～16:30　�会場　市民会館４階�研修室
内容　パソコンの基本操作、文書作成、インターネット、メール
対象　20歳以上の市民・市内在勤で初心者の方　費用　1,000円（テキスト代含む）
定員　10人（応募者多数の場合は、抽選）
申込　往復はがき往信面の裏面に、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）電話番号（無
　　　記入無効）、生年月日、返信面の表面に郵便番号、住所、氏名を明記し、６月
　　　10日㈭必着にて下記住所にご応募ください。
　　　〒583-8585　誉田４-１-１羽曳野市役所・市民協働ふれあい課気付、
　　　　　　　　　　羽曳野 IT サポート会宛
問合せ� 羽曳野 IT サポート会�真銅　☎ 090-8531-6338

 陵南の森生きがい情報センター

　受講者一人に対して一人の講師が専
属で親切丁寧に、指導します。
　パソコンに不安をお持ちの方でも受
講していただけます。（ビスタにも対応）
〔ワードの基礎から応用コース〕　
　文字入力・文書作成・はがき作成・
表作成・編集・その他
〔エクセルの基礎から応用コース〕　
　文字入力・データ作成・グラフ作成・表計算・
関数・家計簿作成・文書作成・その他
〔デジカメコース〕　
　デジカメ写真をパソコンに取り込
み、写真はがきを作成する
〔インターネットコース〕　
　ウェブサイトの見方、検索・メール
の送受信
日程　週1�回２時間全５回　
　（デジカメコース・インターネット
　　コースは全１回２時間）
時間　各コース��※金曜日は午前のみ
　①９:30～11:30�②12:30～14:30
���③15:00 ～17:00
費用　10,000�円テキスト込み
　（デジカメコース・インターネット
　　コースは2,000�円テキスト込み）
会場　陵南の森生きがい情報センター
申込　随時（平日９:30�～�17:00）
問合せ　陵南の森生きがい情報センター内�
　河内飛鳥UNIC会　☎�931-1900��

 マンツーマン・パソコンセミナー
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講　座

大阪菊花会菊花講習会
　大阪菊花会主催の菊づくり講習会はどなたでも参加できます。
会場　陵南の森総合センター　時間　13:00 ～　費用　講習会無料

問合せ　大阪菊花会・花川　携帯 090-3275-6360　☎ 955-2188�　　　　
　　　���みどり公園課　　☎ 958-1111　内線 2420

講習日と内容

第４回 ７月11日㈰
大菊真夏の管理・柳芽の処置・肥料追い込み・
蕾の選定・だるま作り・福助・作り他

　　福助苗販売　８月１日㈰��13:00～�（陵南の森��藤棚の下）

エコクッキング教室
－キッチンから始める環境改善－
� � 食べ物やエネルギーを大切にする
暮らしは、地球にやさしく、経済的です。
　いつもの買い物や料理法をほんの
少し工夫して、楽しく美味しい料理を
作りましょう。
日時　６月22日㈫　10:00～14:00
場所　陵南の森公民館　料理実習室
講師　料理研究家　川�北�宏�美
定員　30人（定員になりしだい締切）
費用　500円
申込　６月１日㈫～16日㈬
　電話で受付します。
　（環境衛生課　内線2820・2830）

募講生講 受座 集

〔 市 民 会 館 〕�☎ 958-2311　��日時　６月８日㈫　10:00 ～11:30
〔 石 川 プ ラ ザ 〕��☎ 950-2002　�日時　６月15日㈫　14:00 ～15:30
〔丹治はやプラザ〕　☎ 937-2355　��日時　６月22日㈫　14:00 ～15:30
　講師　喜多　光三氏　　　費用　500円（初回の方は、900円��歌集込み）

　講座募集にあたって
○�各講座とも申込み開始時間の時点で定
　�員を超えた場合は抽選となります。
○�定員に満たない場合は先着順で、定員
　�になりしだい締切りとさせていただき
　��ます。
○�申込みは本人が直接講座開催館に��
　��て、申込み願います。
○�受講料は講座を欠席されても返金��
　��できません。

���ＭＯＭＯプラザ��☎ 957-5553

���市民会館��☎ 958-2311

� 歌声くらぶ　

���丹治はやプラザ��☎ 950-2002

パソコンマスター講座 （個別講座）
日時　毎週月･木･土
　①10:00 ～11:20��
　②11:30 ～12:50�
　③14:00 ～15:20�（月・土曜日は除く）�
　④19:30 ～20:50（木曜日のみ）
講師　NPO法人きんきうぇぶ
コース　ワード、エクセル、その他　
　相談に応じます。
費用　５回6,000円
　チケット制、テキスト代（ワード・エ
　クセル各900円）
　入門の方はテキスト代無料
申込　随時　モモプラザ１階　
　受付カウンター

料理教室①②
日時　①第２・４�土曜日
　　　②第２・４�金曜日
　　　10：00～12：00
講師　①網本　かほる氏
　　　②末吉　明美氏
定員　若干名（女性のみ）
費用　２カ月6,000円
申込　市民会館で随時受付�

健康ヨーガ講座
日�時　７月２日・９日・16日、
　　　８月６日・20日・27日、
　　　９月３日・10日・17日㈮
　　　10:30 ～12:00
講師　多村　美代子氏
定員　12人
費用　4,500円（９回）
申込　６月18日㈮
　　　10:30 ～先着順受付

（財）羽曳野市施設管理公社

「ちはや星と自然のミュージアム」
のイベントのご案内　
〔初夏の星座観察〕
日時　６月５日㈯　19:30 ～21:00
定員　15人
費用　ひとり500円
　参加に際しては宿泊が必要となります
　（宿泊費は別途必要）
〔フォトフレームづくり〕
日時　６月12日㈯��13:00 ～14:30
定員　各回15人
費用　ひとり500円

問合せ�ちはや星と自然のミュージアム
　☎ 0721-74-0056
宿泊の問合せ　
　香楠荘　☎ 0721-74-0321�

食とみどり技術センター府民教室
～豊かな食とみどりについて
　　　　　  学んでみませんか～
第１回「やさい・くだものの良い保
存の仕方とは」
日時　６月18日㈮　13:30～15:30
　※事前申込は不要です。直接お越
　　しください。
内�容　野菜の鮮度をできるだけ長く保
つ方法や、研究成果を紹介します。
場所　大阪府環境農林水産総合研究所
　食とみどり技術センター講堂
問合せ　同研究所　食の安全研究部
　☎ 958-6551　
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はびきのコロセアム
６月の主な行事予定

日 程 会 場 内 容

２日㈬ サブ
アリーナ 卓球連盟　ウーマンリー大会

13日㈰

メイン
アリーナ

バドミントン連盟　
連盟杯大会

サブ
アリーナ 卓球連盟　卓球大会

18日㈮ サブ
アリーナ

卓球連盟　レイティング大会
（ラージボール）

20日㈰ メイン
アリーナ 卓球連盟　クラブリーグ戦

26日㈯ メイン
アリーナ 卓球連盟　小中学生大会

27日㈰

メイン
アリーナ

大阪高等学校バレーボール地
区選抜大会

サブ
アリーナ

第26回錬心館泉北地区空手道
選手権大会

「ボウリングを楽しもう!!」
　羽曳野市体育協会が開催します。２ゲ
ーム行い入賞者には賞品があります。ご
家族やお友達と気軽に参加してください。
日時　６月19日㈯　集合13:30
　開始14:00　解散16:00　
※開催日当日は、現地集合、現地解散
　ですが、下記のとおり事前に申込が
　必要です。
会場　「ボウルアロー」（近畿自動車道
　松原ＪＣＴ南　中央環状線沿い）
費用　１人�1,000円（申込時に持参）
対象　小学生５年生以上　
　※小学生は保護者同伴のこと
定員　先着80人
申込　６月３日㈭９:00～６月11日㈮
　市役所別館３階スポーツ振興課ま
たは、はびきのコロセアムで受付します。
※受付時に会場地図を配付します。
問合せ　スポーツ振興課　内線4412

平成 22 年度
ミニバスケットボール教室（第２回）
㈶羽曳野市施設管理公社が募集します。
日時　７月15日～９月16日　毎週木曜日
　（全10回）18:30 ～20:00
対象　市内在住・在学の小学５・６
　年生の男女に限ります。
　※平成22年４月時点での学年とします。
定員　男女ともに若干名
　※年間継続事業の為
　※多数の場合は抽選となります。）
場所　市民体育館（西浦）
申込　６月24日㈭　18:00
　必ず保護者が申込みに来てください。
　※18:00の時点で定員オーバーの
　　�場合は抽選となります。
費用　5,000円（スポーツ保険料含む）
問合せ　市民体育館（西浦）　　
　☎�958‐2340

ソフトテニス連盟団体戦大会
参加者募集
日時　○女子の部　７月11日㈰
　　　○男子の部　７月18日㈰　
　それぞれ予備日なし　９:00～19:00
会場　西浦体育館屋外テニスコート
対象　市内在住・在勤・在クラブの
　高校生以上または連盟が認めた方
部門　男子一部（高校生以上）
　　　男子二部（40歳以上）
　　　女子一部（高校生以上）
　　　女子二部（40歳以上）
　１チーム３ペアによる団体戦。各部
門３ペアを揃えて申込ください。
費用　１チーム6,000円（高校生は
　4,500円）
申込　女子の部・７月１日㈭、男子の部・
　７月８日㈭までに電話かファクスで猪砂へ
　☎・ＦＡＸ 956-4788
　（携帯　090-3821-7547）

救命に必要な応急手当ての基礎実技
　水難事故や病気などに備えて、心肺
蘇生法の講習会を行います。
日時　７月３日㈯　14:00 ～17:00
　（13:30から受付）
場所　はびきのコロセアム　
　　　サブアリーナ
費用　無料
講師　柏原羽曳野藤井寺消防組合
　消防本部　救命救急士
問合せ　スポーツ振興課　内線4412

バウンスボール・カローリング・
ファミリーバドミントン
第13 回種目別ニュースポーツ普及
のつどいを開催！
～羽曳野市体育指導委員協議会主催～
　市民の皆様が気軽に参加できる第
13回種目別ニュースポーツ普及のつど
いを開催します。ぜひご参加ください。
日時　６月26日㈯　９:30～11:30
　（都合のよい時間にお越しください）
会場　市立市民体育館（西浦）
対象　大人の方
種目　バウンスボール・カローリング・
　ファミリーバドミントン
費用　無料　※体育館シューズを持参
問合せ　スポーツ振興課　内線4411
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スポーツ

気功教室 参加者募集
日時　７月７日～９月８日　毎週水曜日
　（全10回）13:45～14:45
会場　コロセアム　フリールーム3
対象　市内在住・在勤の方
定員　先着30人
費用　4,000円（保険料含む）
持物　運動できる服装と上靴
申込　６月16日㈬　13:00 ～
　コロセアムで受付いたします。
　※参加費を持参（電話不可・代理可）

はびきのコロセアム　教室参加者募集　☎ 937-3123

ダンベル体操教室 参加者募集
　ソフトダンベルを使って運動不足を
解消しましょう。
日時　７月６日～９月21日　毎週火曜日
　（全10回、７/27、８/24を除く）
　13:45～14:45
会場　コロセアム　サブアリーナ
　（都合によりメインアリーナに変更
　の場合あり）
対象　女性の方
定員　先着 60人
費用　4,000円（保険料含む）
申込　６月７日㈪　９:00～
　コロセアムで受付いたします。
　※参加費を持参（電話不可・代理可）

マタニティビクス教室 参加者募集
日時　７月５日～９月27日　毎週月曜日
　（全10回、７/19、８/２、９/20を除く）
　11:15～12:00
会場　コロセアム　サブアリーナ
　（都合によりメインアリーナに変更の場合あり）
対�象　７月５日現在で、妊娠14週以降
の正常な妊婦の方（市外の方でも参加可）
定員　30人
費用　3,000円（保険料含む）
持物　運動のできる服装と上靴
申込　６月11日㈮　14:00 ～15:00
　コロセアム１階会議室にて事前説
明会（無料）を開催します。
　出席されないと、マタニティビクス
を受講できません。（筆記用具持参）

エアロビクス教室　参加者募集
　ゆっくりとウォーキングから簡単な
ステップワークにチャレンジ。
日時　７月２日～９月３日　毎週金曜日
　（全10回）　14:00 ～15:00
会場　コロセアム　フリールーム1
対象　市内在住・在勤の方
定員　先着30人
費用　4,000円（保険料含む）
申込　６月11日（金）　13:00 ～
　コロセアムで受付いたします。
　※参加費を持参（電話不可・代理可）

ミニバスケットボール（夏季） 教室 
参加者募集
日時　７月６日～９月７日　毎週火曜日
　（全10回）18:30 ～20:00
会場　コロセアム　サブアリーナ
対象　市内在住の小学５・６年生
定�員　年間育成の考えから、前春季
教室生を優先して募集します。また、
秋季教室も同様に今回の夏季教室
生を優先して募集しますので、ご了
承ください。募集人数は申込日の前
日にご確認お願いします。
費用　2,000円（保険料含む）
申込　６月15日㈫　18:00～18:15
　コロセアムで受付いたします。
　多数の場合は18:30 ～抽選

リフレッシュ体操教室　参加者募集
　誰にでもできる軽い有酸素運動で
心身ともにリフレッシュ！
日時　７月７日～９月15日　毎週水曜日
　（全10回、９/１を除く）
　13:45～14:45
会場　コロセアム　サブアリーナ
　（都合によりメインアリーナに変更
　の場合あり）
対象　女性の方
定員　先着 60人
費用　4,000円（保険料含む）
申込　６月７日㈪　９:00～
　コロセアムで受付いたします。
　※参加費を持参（電話不可・代理可）

しぇいぷ up　Lesson 参加者募集
　楽しく動いて健康で美しい身体づく
りをしてみませんか。
日程（各曜日全10回）
〔月曜日クラス〕��７月５日～９月27日
　（７/19、８/２、９/20 除く）
〔火曜日クラス〕��７月６日～９月21日
　（７/27、８/24 除く）
〔水曜日クラス〕��７月７日～９月15日
　（９/１除く）
〔木曜日クラス〕��７月８日～９月16日
　（９/２除く）
〔金曜日クラス〕��７月９日～９月24日
　（７/30、８/13除く）
時間　10:00 ～11:00
　（木曜日クラスは13:45～14:45）
会場　コロセアム　サブアリーナ
　（都合によりメインアリーナに変更
　��の場合あり）
対象　女性の方
定員　各クラス先着75人
費用　4,000円（保険料含む）
持物　運動のできる服装と上靴
申込　６月７日（月）９:00～　　
　コロセアムで受付いたします
　※参加費を持参（電話不可・代理可）

バトントワリング教室 参加者募集
　パレード、競技、音楽にのり幅広い
分野に夢が広がります。基本的なトワ
ールから段階ごとに高度な技に挑戦。
日時　７月６日～９月７日　毎週火曜日
　（全10回）　18:00 ～19:30
会場　コロセアム　メインアリーナ
対象　市内在住の小学生と中学生
定員　先着40人
費用　4,000円（保険料含む）。
　バトン代 4,400円別途必要
申込　６月15日㈫　17:30 ～
　コロセアムで受付いたします。
※参加費を持参（電話不可・代理可）
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相　談 開　催　日 時　間 会　場 予　約 ・ そ　の　他

法律相談

１日 ･８日・15日
･22日・29日�㈫

13:30～ 16:30
市役所１階　市民相談室 開催日の前週の金曜日、９:00 ～専用電話にて先着順で予約を受付

けます。専用電話（☎ 957-4000）
1日あたり定員８人。相談時間は 20分。３日･17日㈭ 陵南の森総合センター

行政相談 ９日㈬ 13:00～ 15:00 市役所１階　市民相談室 国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。

人権相談 18日㈮ 14:00～ 16:00 市役所別館３階　会議室 予約不要。直接お越しください。

女性相談
（第１・４水曜日）

２日㈬
13:30～ 16:30

市役所１階　市民相談室(電話・面接) 離婚、介護、子育ての悩み、女性の身体や性に関する悩みなど。
予約は随時受付けます。（☎ 958-1111　内線 1055）23日㈬ 陵南の森総合センター（面接のみ）

消費生活相談
毎週㈪㈬㈮
［㈷は除く］

10:00～ 15:00
※㈬は14:00まで

市役所２階　消費生活相談室
産業振興課に予約。電話でも相談可能。
（☎ 958-1111　内線 2780）

障害者生活相談

毎日

［㈯㈰㈷は除く］

９:00～ 17:30 障害者総合支援センターはる 身体または知的障がい者の方のご相談、障がい者の就業に関する
ご相談。（☎ 957-1607　�ＦＡＸ 957-1604）

８:45～ 17:00 地域支援センターばんびーの 18歳未満の障がい児の方のご相談。（☎950-1530　ＦＡＸ 950-1531）

９:00～ 17:30 支援センターフレンドハウス 精神障がい者の方のご相談。（☎ 953-0519　ＦＡＸ 953-0567）

毎日
［㈯㈰㈷年末年始は除く］

９:00～ 16:00 相談支援センターホープ 精神障がい者の方のご相談。（☎ 957-2175　ＦＡＸ�957-2176）

障害者雇用相談 17日㈭ 13:00～ 17:00 市役所別館１階　相談室 福祉支援課に予約。(☎ 958-1111　内線 1150　ＦＡＸ 957-1238）

育児相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00～ 17:00 保健センター まずは電話でご相談ください。（☎ 956-1000）

教育相談 ４日･18日㈮ 10:00～ 16:00 青少年児童センター 電話でも相談可能。（☎ 952-0032）

教育相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
10:00～ 16:00 教育研究所（LICはびきの内） まずは電話でご相談ください。（☎ 958-7867）

家庭児童相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00～ 17:00 市役所別館　子育て支援課 子育て支援課に予約してください。（☎ 958-1111　内線 1250）

母子家庭相談 毎週火・金曜日 ９:00～ 17:00 市役所別館　子育て支援課 子育て支援課に予約してください。（☎ 958-1111　内線 1224）

育児・子育て・
児童相談

毎日
［㈯㈰㈷は除く］

９:00～ 17:00
子育て支援センター
ふるいち�・�むかいの

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。�（☎ 958-3308）

総合相談 ２日･16日㈬ 13:00～ 16:00 人権文化センター
人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要。電話または直接
お越しください。開催日以外でも平日随時受付。
（地域人権協議会　☎ 937-0860）

若者自立の
ための無料相談

18日㈮ 14:00～ 17:00 羽曳野市市民会館３階　第５会議室 まずお電話でご相談ください。（神須学園室生館　☎ 0745-92-5566)

心配ごと相談
３日・17日㈭

13:00～ 16:00
市役所別館２階��ボランティアセンター

予約不要。直接お越しください。民生委員の皆さんが、あらゆる
ご相談に応じます。（社会福祉協議会　☎ 958-2315）

10日・24日㈭ 社会福祉協議会�西部事務所

ボランティア相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00～ 17:30 市役所別館1階��⑦番窓口�

（社会福祉協議会事務所） 予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。�（☎ 958-2315）

総合福祉相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00～ 17:30

市役所別館1階��⑦番窓口�
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。�（☎ 958-2315）

社会福祉協議会�西部事務所 まずは電話でご相談ください。�（☎ 953-8067）

介護相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00～ 17:30 市役所別館1階��⑦番窓口�

（社会福祉協議会事務所） 予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。�（☎ 958-2315）

学習相談
毎日

［㈷は除く］
９:00～ 17:00 LICはびきの１階���市民大学 （☎ 950-5503･ ＦＡＸ 950-5650) 市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 15日㈫ 13:00～ 16:00 市役所４階���農業委員会事務局 前日までに予約。先着３人。（☎ 958-1111　内線 4710）

地域就労相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00～ 17:00 地域就労支援センター

（人権文化センター内）

（☎ 937-0860）または直接お越しください。
※市役所地域就労支援センターでは、ハローワークインターネット
　サービスによる情報提供もしていますので、ご利用ください。

相　談 開　催　日 時　間 予　約  ・  そ　の　他

青少年相談コーナー
（16～おおむね25歳）

毎日
［㈯㈰㈷は除く］

９:00～ 17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもり等）を専
門の担当者がお受けします。（☎0721-25-1172）

青少年本人専用相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
16:00～ 22:00 青少年本人からの相談を専門の担当者が☎（06-6946-0003）とEメール（ssl@yso.or.jp）でお受けします。

�６月の相談の日程��お気軽にご相談ください（すべて無料です）
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市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.osaka.jp

市民のページ

屋根・外壁塗装市民講座（無料）
　塗装の専門家のによる失敗しない
塗装について
日時　６月29日㈫・30日㈬
　午前の部　10:00 ～
　午後の部　14:00 ～
場所　ＬＩＣはびきの　３階セミナー室Ａ
問合せ　プロタイムズ大阪松原店
　☎ 072-337-0505　※先着順

クローバー「手作り市」入場無料
日時　６月20日㈰　10:00 ～15:00
場所　ＬＩＣはびきの　１階アトリウム
問合せ　イベントサークル「クローバー」
　中辻　☎ 090-9988-0766
　ウェブサイト　
���http://x63.peps.jp/fujiidera

赤ちゃんとママの教室
日時　①ベビーマッサージ体験
　　　　６月９日㈬　13:00 ～14:30
　　　②ファーストサイン体験
　　　　６月９日㈬　15:00 ～16:00
場所　ＬＩＣはびきの　２階和室
対象　①生後２カ月～ハイハイ期まで
　　　②生後８カ月頃～１歳半頃まで
費用　1,000円
問合せ　ベビー・マミー�☎ 933-1122
　ウェブサイト�http://baby-mammy.net

ふるさと夢プラン　にんにくの収穫
楽しい農業体験学習
日時　６月20日㈰　９:00～14:00
場所　飛鳥「上の太子」駅南側�集合
持物　各自弁当持参
問合せ　植田　☎ 958-8021
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俳句・川柳などジャンルは問いません。なお、初めての方やしばらく掲載していな
い方を優先していますので、ご了承ください。また、投稿の際は、ふりがな、住所、電
話番号も添えてください。

（あて先）〒583-8585　羽曳野市役所　秘書課広報担当

市民の皆さんの趣味の欄です
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謡曲を楽しみませんか。
　毎月第４日曜日に同好の人たちが古
市の市民会館で謡っています。
　毎年、次の謡曲会を開催しています。

問合せ　羽曳野市文化連盟謡曲部　
　松谷　☎ 958-5081
���E-mail�matsutan@kawachi.zaq.ne.jp

４月 春季謡曲大会　羽曳野市陵南の森公民館

５月 羽曳野・柏原・藤井寺三市合同謡曲大会

10月 市民文化祭　謡曲大会�　LICはびきの

 　　　　  お知らせ
　2010 年５月１日発行いたしました
「広報はびきの５月号」P32の第14
回グラウンド・ゴルフ大会のお知らせ
に一部誤りがございました。

次のとおり、訂正しお詫びいたします。

誤：主催　羽曳野市、南大阪Ｇ＆Ｇ
正：主催　羽曳野市南大阪Ｇ＆Ｇ

広�

告
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市議会だより

−市議会だより　2010.6.1−44

〒583-8585　羽曳野市誉田4-1-1
羽曳野市議会事務局　℡.072-958-1111
http://www.city.habikino.osaka.jp/info/051/index.html

もくじ

平成22年6月号

発行・羽曳野市議会　編集・市議会だより編集委員会発行・羽曳野市議会　編集・市議会だより編集委員会

３月定例会

次回定例会日程

議案審議表

定例会のあゆみ

一般質問

各常任委員会報告

編集後記

１　　　

２　　　

３～８　

９～10

10

　

平
成
22
年
第
1
回
定
例
会
報
告

　

一
般
質
問
・
各
委
員
会
報
告
等

 

平
成
22
年
第
1
回
定
例
会
は
、
2
月
24
日

か
ら
3
月
26
日
ま
で
31
日
間
の
会
期
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

先
月
号
で
は
市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る

代
表
質
疑
を
中
心
に
報
告
し
ま
し
た
が
、
今

月
号
で
は
、
12
人
の
議
員
の
一
般
質
問
の
内

容
、
審
議
さ
れ
た
議
案
の
可
否
、
及
び
総
務

文
教
常
任
委
員
会
、
民
生
産
業
常
任
委
員
会
、

建
設
企
業
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

の
審
査
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
第
２
回
定
例
会
日
程

　

第
2
回
の
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催

す
る
予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
10
時
か
ら
で

す
。

６
月
７
日
（
月
）
本
会
議
（
議
案
審
議
）

６
月
14
日
（
月
）
本
会
議
（
一
般
質
問
）

６
月
15
日
（
火
）
本
会
議
（
一
般
質
問
）

６
月
16
日
（
水
）
予
備
日

６
月
18
日
（
金
）
総
務
文
教
常
任
委
員
会

６
月
21
日
（
月
）
民
生
産
業
常
任
委
員
会

６
月
22
日
（
火
）
建
設
企
業
常
任
委
員
会

６
月
29
日
（
火
）
本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）

（
た
だ
し
、
こ
の
日
程
は
、
議
事
の
都
合
に
よ

り
一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

3
月
定
例
会

誉田八幡宮
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2
月
9
日
㈫　
　
　
　
　
　
　
　

2
月
18
日
㈭  

	
	

2
月
24
日
㈬

2
月
27
日
㈯　

3
月
3
日
㈬

3
月
4
日
㈭

　
3
月
8
日
㈪

3
月
10
日
㈬

3
月
15
日
㈪

3
月
16
日
㈫

3
月
18
日
㈭

3
月
26
日
㈮

○
幹
事
長
会
議　
　
　
　
　
　
　
　

○
議
会
運
営
委
員
会

○
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
第
1
日
目

　

・
提
案
説
明
・
施
政
方
針
表
明

○
本
会
議
第
2
日
目
『
土
曜
議
会
』

　

・（
施
政
方
針
代
表
質
疑
）

○
本
会
議
第
3
日
目

　

・
一
般
質
問
（
6
議
員
質
問
）

○
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
第
4
日
目

　

・
一
般
質
問
（
6
議
員
質
問
）

○
全
員
協
議
会

○
本
会
議
第
5
日
目

　

・
議
案
審
議

○
幹
事
長
会
議

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
民
生
産
業
常
任
委
員
会

○
建
設
企
業
常
任
委
員
会

○
幹
事
長
会
議

○
議
会
運
営
委
員
会

○
本
会
議
第
6
日
目

　

・
委
員
長
報
告
等

　

・
追
加
議
案
審
議

○
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

定
例
会
の
あ
ゆ
み

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
係
る
同
意
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○�

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
羽
曳
野
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○�

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
羽
曳
野
市
教
育
委
員
会
の
教
育
長
の
給
与
及
び
勤

務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
立
生
活
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○�

羽
曳
野
市
フ
ァ
イ
ン
推
進
基
金
条
例
及
び
羽
曳
野
市
教
育
振
興
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
敬
老
祝
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
保
育
の
実
施
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○�

羽
曳
野
市
介
護
保
険
条
例
及
び
羽
曳
野
市
高
年
い
き
い
き
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○�

羽
曳
野
市
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
と
畜
場
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
公
共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
土
地
取
得
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
と
畜
場
特
別
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区
特
別
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
公
共
下
水
道
特
別
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷
事
業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
土
地
取
得
特
別
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
予
算

○
羽
曳
野
市
立
休
日
急
病
診
療
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

同
意
（
全
会
一
致
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
賛
成
多
数
）

可
決
（
賛
成
多
数
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
賛
成
多
数
）

可
決
（
賛
成
多
数
）

可
決
（
賛
成
多
数
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
賛
成
多
数
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
賛
成
多
数
）

可
決
（
賛
成
多
数
）

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
賛
成
多
数
）

可
決
（
賛
成
多
数
）

可
決
（
全
会
一
致
）

結　

果

議　　　　　　　　案

　
　

案　
　
　
　
　

件

○
地
方
自
治
法
第
１
８
０
条
の
規
定
に
よ
る
市
長
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

○
地
方
自
治
法
第
１
８
０
条
の
規
定
に
よ
る
市
長
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

意見書 報告
○
子
ど
も
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
予
算
確
保
を
求
め
る
意
見
書

○
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
国
際
的
な
核
軍
縮
・
不
拡
散
体
制
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

報
告

報
告

可
決
（
全
会
一
致
）

可
決
（
全
会
一
致
）

結　

果

　
　

案　
　
　
　
　

件
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嶋
田
丘
（
日
本
共
産
党
）

《
財
政
健
全
化
の
基
本
に
つ
い
て
》

●
質
問　

本
市
の
財
政
健
全
化
計
画
は
、
歳

出
削
減
の
た
め
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
が
主

な
柱
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
歳
入
増
で
は
、

適
正
な
受
益
者
負
担
と
い
っ
て
市
民
負
担
増

を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
で
は
黒
字
優
先
で
は

な
い
か
。
自
治
体
の
役
割
は
住
民
の
安
全
・

健
康
を
守
り
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
が
最

大
の
責
務
で
あ
る
。
財
政
健
全
化
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
も
そ
こ
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
が
ど
う
か
。

●
答
弁　

財
政
健
全
化
は
ま
ず
行
政
運
営
経

費
の
削
減
、
見
直
し
を
優
先
す
る
が
、
そ
れ

で
も
赤
字
解
消
に
は
及
ば
な
い
。
市
民
生
活

に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
公
共
料
金
の
改
定
や

サ
ー
ビ
ス
に
手
を
つ
け
ざ
る
を
得
な
い
の
が

実
情
。
市
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
慎
重
に
は
慎
重
を
期
し

て
実
施
の
判
断
を
し
て
い
く
。

●
質
問　

財
政
健
全
化
計
画
は
、
黒
字
を
追

求
す
る
あ
ま
り
市
民
生
活
に
与
え
る
影
響
は

相
当
な
も
の
。「
慎
重
を
期
し
て
」
と
い
う

こ
と
だ
が
、
自
治
体
の
役
割
を
ど
う
組
み
入

れ
る
か
と
い
う
観
点
が
欠
落
し
て
い
る
。
単

に
黒
字
に
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
自

治
体
の
役
割
を
入
れ
て
い
く
べ
き
だ
が
ど
う

か
。

●
答
弁　

財
政
健
全
化
は
あ
く
ま
で
も
市
民

の
た
め
の
行
政
を
い
か
に
効
率
的
に
行
う
か

と
い
っ
た
こ
と
で
計
画
を
た
て
た
。
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
の
っ
て
実
施
す
る
の
で
は

な
く
、
遅
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
早
め
る
場

合
も
あ
る
、
あ
る
い
は
大
き
な
変
更
も
あ
る
。

一
定
の
指
針
と
し
て
実
行
し
て
い
く
。

《
学
校
施
設
の
耐
震
化
を
急
ぐ
べ
し
》

●
質
問　

耐
震
化
に
伴
う
国
の
予
算
が
つ
い

て
耐
震
化
の
速
度
が
速
ま
っ
て
い
る
が
、
政

権
交
代
に
よ
り
、
事
業
仕
分
け
で
耐
震
性
の

低
い
施
設
の
耐
震
化
を
優
先
と
い
う
こ
と

で
、
予
算
が
減
ら
さ
れ
た
が
、
市
へ
の
影
響

は
な
い
の
か
。

●
答
弁　

対
象
建
物
が
施
設
改
修
等
限
定
的

な
取
り
扱
い
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
の
耐
震

２
次
診
断
は
21
年
度
補
正
予
算
対
応
と
し
て

実
施
中
で
あ
る
た
め
、
22
年
度
に
お
い
て
は

影
響
が
な
い
。

●
要
望　

学
校
耐
震
化
は
経
済
対
策
と
し
て

補
助
さ
れ
る
い
い
機
会
で
あ
る
。
速
度
を
速

め
実
施
で
き
る
よ
う
対
策
を
講
じ
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
耐
震
化
に
あ
わ
せ
て
校
舎
の
美

装
化
や
改
修
も
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
南
阪
奈
側
道
付
近
の
交
通
安
全
対
策
を
》

●
質
問　

道
の
駅
付
近
の
交
通
の
混
雑
が
増

し
て
い
る
。
そ
こ
で
側
道
と
市
道
１
２
８
号

線
（
羽
曳
が
丘
10
丁
目
）
の
交
通
安
全
対
策

だ
が
、
側
道
か
ら
の
右
折
に
つ
い
て
、
右
折

レ
ー
ン
は
あ
る
が
右
折
信
号
が
な
い
。
つ
け

る
必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

●
答
弁　

府
道
美
原
太
子
線
（
南
阪
奈
側

道
）
の
右
折
信
号
の
設
置
は
現
状
で
は
難
し

い
が
、
右
折
レ
ー
ン
の
延
伸
が
あ
っ
た
場
合

に
、
大
阪
府
や
警
察
署
と
協
議
し
て
い
く
。

●
質
問　

２
つ
の
商
業
施
設
の
出
入
り
の
車

と
市
道
１
２
８
号
線
の
交
差
点
は
危
険
。
こ

こ
の
安
全
対
策
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

買
い
物
客
が
１
２
８
号
線
に
向
か

い
渋
滞
と
な
る
場
合
が
時
間
帯
に
よ
っ
て
見

受
け
ら
れ
る
。
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
よ

う
関
係
者
と
協
議
し
て
い
く
。

●
要
望　

右
折
信
号
は
右
折
レ
ー
ン
の
延
伸

で
協
議
と
い
う
こ
と
だ
が
、
危
険
度
か
ら
見

て
右
折
信
号
を
設
置
で
き
る
よ
う
協
議
し
て

い
く
べ
き
。

笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

《
女
性
特
有
が
ん
対
策
推
進
に
つ
い
て
》

●
質
問　

日
本
に
お
け
る
15
歳
～
64
歳
迄
の

悪
性
疾
患
に
よ
る
死
亡
原
因
の
第
１
位
は
乳

が
ん
。
昨
年
公
明
党
が
主
導
し
た
21
年
度
１

次
補
正
予
算
で
、
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
検

診
の
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
と
検
診
手
帳
の
配

布
を
実
施
。
そ
の
受
診
状
況
と
現
状
は
ど
う

か
。
市
に
お
け
る
無
料
ク
ー
ポ
ン
事
業
の
円

滑
な
継
続
と
最
低
５
年
の
事
業
継
続
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
を
尋
ね
た
い
。

●
答
弁　

21
年
度
で
は
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん

共
に
15
％
以
上
と
な
る
と
推
定
、
大
幅
な
受

診
率
の
向
上
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
市
に
お

け
る
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー

ポ
ン
事
業
の
円
滑
な
継
続
と
最
低
５
年
の
事

業
継
続
は
22
年
度
に
お
い
て
も
、
実
施
し
て

い
く
予
定
。
無
料
ク
ー
ポ
ン
事
業
の
実
施
に

よ
り
検
診
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
検

診
を
希
望
す
る
女
性
が
ふ
え
、
受
診
率
向
上

に
繋
が
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　

22
年
度
は
何
と
か
実
施
出
来
る
様

頑
張
っ
て
い
る
こ
と
、
大
変
嬉
し
く
思
う
。

今
回
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
は
20
歳
か
ら
と
い
う

対
象
年
齢
も
あ
り
、
若
い
年
齢
の
方
々
の
検

診
を
い
か
に
進
め
て
い
く
か
が
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
。
検
診
を
受
け
や
す
い
環
境
、
例
え
ば

休
日
祭
日
検
診
や
夜
間
検
診
、
仕
事
帰
り
に

寄
っ
て
検
診
が
受
け
ら
れ
る
病
院
等
の
体
制

作
り
が
と
て
も
重
要
。
出
来
る
限
り
の
受
診

体
制
環
境
づ
く
り
に
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
。

《
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費

助
成
に
つ
い
て
》

●
質
問　

定
期
的
な
検
診
と
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
組
み
合
わ
せ
で
予
防
で
き
る
唯
一
の

が
ん
と
さ
れ
る
子
宮
頸
が
ん
。
公
明
党
は
、

予
防
ワ
ク
チ
ン
の
早
期
承
認
を
強
力
に
推
進

し
て
き
た
。
対
象
年
齢
の
低
さ
か
ら
小
学
校
、

中
学
校
に
お
け
る
健
康
教
育
と
が
ん
教
育
に

つ
い
て
尋
ね
る
。
ま
た
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
は
今
後
考
え
ら
れ

な
い
か
を
質
問
。
市
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

●
答
弁　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公

費
助
成
に
つ
い
て
は
、
現
在
任
意
接
種
の
た

め
全
額
自
己
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
継
続
的

な
公
費
助
成
事
業
を
行
う
に
は
、
持
続
可
能

な
制
度
と
し
て
の
財
源
確
保
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。
健
康
教
育
の
が
ん
教
育
は
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
の
単
元
や
喫
煙
防
止
教
育
に

お
い
て
簡
単
に
学
ん
で
い
る
の
が
現
状
。

●
市
長　

検
診
を
い
か
に
幅
広
く
受
け
て
頂

く
か
が
大
事
で
あ
る
と
思
う
が
、
希
望
日
時

で
受
け
て
頂
け
な
い
こ
と
も
あ
る
。
積
極
的

に
改
善
を
図
っ
て
参
り
た
い
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
公
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
へ
行
く

ま
で
の
事
業
の
拡
大
、
充
実
を
ぜ
ひ
図
り
、

検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

公
費
助
成
に
つ
い
て
財
源
の
確
保
が
難
し
い

現
状
で
は
あ
る
が
、
一
日
も
早
く
公
費
助
成

の
検
討
を
進
め
て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
有
効

性
が
低
年
齢
層
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
っ
と

も
体
が
成
長
し
、
肉
体
的
変
化
が
激
し
い
時

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
必
要
だ
と
い
う
認
識
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
機
会
を
与
え
て
頂
き

た
い
こ
と
を
要
望
。

《
高
齢
者
、
障
害
者
の
救
急
活
動
に
つ
い
て
》

●
要
望　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
「
安
心
・

安
全
は
冷
蔵
庫
か
ら
」
が
今
話
題
を
集
め
て

い
る
。
努
力
を
惜
し
ま
ず
市
民
の
命
を
守
る

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
要
望
。

3
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般
質
問
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岩
田
賢
二
郎　
（
新
生
は
び
き
の
）

	
●
質
問　

小
学
校
安
全
管
理
員
配
置
に
つ
い

て　

①
平
成
22
年
度
の
進
め
方
は
。
②
交
付

金
打
ち
切
り
後
の
考
え
方
は
。
③
今
後
、
校

区
内
の
町
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
等
に
市
と
し
て

協
力
金
を
出
し
て
い
く
考
え
は
④
安
全
対
策

に
つ
い
て
教
育
長
の
考
え
は
。

●
答
弁　

①
現
在
、
府
の
学
校
安
全
対
策
交

付
金
を
活
用
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
、
学
校
休
業
日
以
外
に
、
１
日
８

時
間
45
分
の
配
置
を
行
っ
て
い
る
。
府
の
交

付
金
が
平
成
22
年
度
で
終
了
す
る
方
針
が
示

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
継
続
要
望
を
し
て
き
た
が
、

継
続
の
可
能
性
は
極
め
て
低
い
状
況
だ
。
そ

こ
で
、
平
成
22
年
度
は
学
校
・
園
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
を
行
い
つ
つ
、
安
全
管
理
員
の

人
的
警
備
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
時
間
帯
へ

の
重
点
配
置
を
行
う
な
ど
、
限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
実
施
し
て
い
き
た
い
。

②
交
付
金
廃
止
後
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
等
の
機

器
を
活
用
し
つ
つ
、
地
域
・
学
校
・
家
庭
と

十
分
連
携
を
図
り
、
学
校
現
場
の
人
的
資
源

の
有
効
活
用
を
含
め
た
中
で
、
子
供
の
安
全

確
保
が
継
続
で
き
る
よ
う
安
全
管
理
体
制
を

再
構
築
し
て
い
き
た
い
。

③
学
校
の
安
全
管
理
体
制
の
確
立
を
図
る
に

は
、
学
校
・
地
域
・
家
庭
と
の
連
携
が
大
変

重
要
だ
。
こ
れ
ら
の
連
携
を
図
る
た
め
に
は
、

校
区
内
の
各
種
団
体
や
町
会
の
協
力
を
得
る

必
要
が
あ
る
。
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
活

動
に
必
要
で
あ
れ
ば
、
厳
し
い
財
政
状
況
だ

が
、
市
民
協
働
の
観
点
か
ら
、
町
会
等
の
老

人
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

●
教
育
長　

④
市
の
方
向
と
し
て
私
自
身
の

方
向
と
し
て
、
二
つ
の
方
向
で
動
い
て
い
る
。

一
つ
は
、
交
付
金
の
打
ち
切
り
と
い
う
形
だ

が
、
私
自
身
も
府
内
の
教
育
長
協
議
会
に
お

い
て
も
、
ま
だ
あ
き
ら
め
て
い
な
い
。
平
成

17
年
度
ス
タ
ー
ト
し
、
わ
ず
か
５
年
余
り
で

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
の
責
任
に
つ
い
て
、

今
府
と
話
し
合
っ
て
い
る
。
全
額
と
い
わ
な

く
て
も
、
半
額
あ
た
り
は
府
と
し
て
の
責
任

は
果
た
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
、
教
育
長
協

議
会
に
お
い
て
、
お
互
い
協
力
、
連
携
し
な

が
ら
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。
も
う

一
つ
は
、
市
の
対
応
だ
が
、
子
供
た
ち
の
精

神
的
な
安
全
、
保
護
者
の
精
神
的
な
不
安
の

解
消
と
い
う
点
に
関
す
る
と
、
安
全
管
理
員

の
問
題
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
少
な
く
と

も
池
田
事
件
は
起
こ
さ
な
い
、
そ
の
観
点
を

し
っ
か
り
受
け
と
め
て
、
今
回
の
防
犯
カ
メ

ラ
に
手
を
打
っ
た
。
安
全
管
理
員
に
つ
い
て

は
、
今
こ
こ
で
も
う
い
い
と
い
う
時
期
で
は

な
い
。
府
と
さ
ら
に
協
議
を
深
め
、
各
市
町

村
の
教
育
長
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
方
策

を
今
後
練
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　

府
が
補
助
金
を
出
し
て
進
め
た
事

業
だ
か
ら
、府
が
廃
止
し
た
ら
や
め
る
の
か
。

継
続
す
る
、
廃
止
す
る
基
準
は
補
助
金
が
あ

る
か
な
い
か
で
は
な
い
。
市
民
や
子
供
た
ち

に
と
っ
て
必
要
だ
か
ら
継
続
す
る
、
必
要
で

な
い
か
ら
廃
止
す
る
の
だ
。
平
成
23
年
度
か

ら
廃
止
す
れ
ば
子
供
の
安
全
を
守
る
必
要
は

な
い
と
思
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。
子
供
の

命
を
守
り
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
は
自
治
体

の
責
務
だ
。
平
成
23
年
度
以
降
も
市
の
単
独

事
業
と
し
て
安
全
管
理
員
配
置
を
継
続
す
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

●
他
の
質
問　

①
ま
な
び
舎
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
事

業
に
つ
い
て
②
地
域
人
材
活
用
に
つ
い
て
③

古
市
古
墳
群
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
④
子

ど
も
手
当
に
つ
い
て
⑤
地
域
防
災
に
つ
い
て

田
仲
基
一　
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
学
校
教
育
、
生
涯
教
育
に
つ
い
て
》

●
質
問　

高
鷲
南
小
学
校
で
は
、
昨
年
９

月
よ
り
地
域
の
方
々
や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
に
よ
る
、
独
自
の
事
業
と
し
て

「
高
南
放
課
後
寺
子
屋
」
が
始
ま
っ
た
。
そ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
。

●
答
弁　

学
力
向
上
方
策
の
一
つ
と
し
て

本
年
度
２
学
期
よ
り
全
学
年
を
対
象
に
教

員
を
目
指
し
て
い
る
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
、
退
職
教
員
等
を
学
習
支
援
者
と

し
て
迎
え
、
算
数
、
国
語
を
中
心
に
各
学

年
週
１
回
開
催
、
毎
回
1
0
0
名
を
超
え

る
多
く
の
児
童
が
参
加
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、
子
供
た
ち
や
保
護
者
か
ら

は
勉
強
が
大
変
お
も
し
ろ
く
な
っ
た
、
あ

る
い
は
進
ん
で
勉
強
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
等
、
大
変
好
評
で
来
年
度
も
ぜ
ひ
実
施

し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

来
年
度
は
１
学
期
か
ら
本
格
的
に
実
施
す

る
予
定
と
聞
く
。

●
要
望　

今
地
域
と
学
校
が
協
働
で
時
間

と
労
力
を
か
け
行
っ
て
い
る
事
を
体
系
化

し
、
よ
り
深
度
を
深
め
れ
ば
、
も
っ
と
子

供
た
ち
の
人
間
力
を
向
上
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。
こ
こ
は
い
よ
い
よ
教
育
委
員
会

の
出
番
。
こ
れ
ら
事
業
を
包
括
し
、
戦
略

的
に
取
り
組
み
、
新
し
い
教
育
の
形
に
つ

い
て
具
現
化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
つ
く
り
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
垣

根
を
越
え
た
斬
新
な
課
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

策
定
を
要
望
。

《
水
道
料
金
の
受
益
者
負
担
に
つ
い
て
》

●
質
問　

保
育
園
で
の
プ
ー
ル
設
備
に
使

用
さ
れ
る
水
道
水
に
つ
い
て
減
免
な
ど
の

措
置
は
と
れ
な
い
か
。
担
当
課
か
ら
は
法

律
上
の
問
題
が
あ
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

こ
の
ま
ま
で
は
保
育
園
に
過
度
の
負
担
を
押

し
つ
け
る
か
、
プ
ー
ル
の
回
数
を
制
限
す
る

か
の
選
択
し
か
な
い
。
園
児
の
良
好
な
環
境

を
守
る
た
め
何
ら
か
の
手
当
て
が
で
き
な
い

の
か
。

●
答
弁　

保
育
所
運
営
費
、
一
般
生
活
費
の

中
で
光
熱
水
費
等
も
含
ん
で
委
託
し
て
い
る

事
に
理
解
を
。
し
か
し
、
民
間
保
育
園
は
、

本
市
保
育
行
政
に
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
お
り
、
ま
た
経
営
の
厳
し
い
事
も
認

識
し
て
い
る
。
限
り
あ
る
財
源
の
中
で
国
の

基
金
の
活
用
や
大
阪
府
子
育
て
支
援
交
付
金

等
を
活
用
す
る
な
ど
、
創
意
工
夫
を
図
っ
て

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

《
生
き
が
い
サ
ロ
ン
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
》

●
質
問　

１
号
館
の
入
浴
施
設
が
３
月
を
も

っ
て
な
く
な
る
と
の
こ
と
。
施
設
利
用
者
か

ら
残
念
が
る
声
を
聞
く
。
１
号
館
は
、
埴
生

小
学
校
の
空
き
校
舎
を
利
用
し
て
お
り
耐
震

問
題
の
理
由
か
ら
、
そ
の
存
続
自
体
に
つ
い

て
も
今
後
検
討
課
題
に
な
る
と
聞
く
が
、
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
聞
く
。

●
答
弁　

１
号
館
に
つ
い
て
は
埴
生
小
学
校

が
耐
震
診
断
で
耐
震
補
強
の
必
要
性
が
あ
る

と
判
断
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
設
備

面
等
の
安
全
面
の
配
慮
が
困
難
で
あ
り
、
耐

震
面
の
問
題
も
重
な
る
た
め
、
浴
室
利
用
の

廃
止
、
運
営
規
模
を
縮
小
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
判
断
し
た
が
、
今
後
も
引
き
続
き
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
ま
た
趣
味

の
場
と
し
て
は
利
用
可
能
。

●
要
望　

１
号
館
の
廃
止
が
秒
読
み
段
階
に

あ
る
と
の
感
を
受
け
た
。
今
後
高
齢
者
は
人

口
の
中
心
と
な
る
。
そ
ん
な
中
、
１
号
館
周

辺
、
伊
賀
、
向
野
、
高
鷲
地
域
は
人
口
密
集

地
帯
で
あ
り
、
介
護
予
防
、
疾
病
予
防
、
ま

た
ひ
き
こ
も
り
を
避
け
る
意
味
で
も
、
同
様

の
施
設
は
何
と
し
て
も
継
続
運
営
を
強
く
要

望
す
る
。

4
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今
井
利
三　
（
新
生
は
び
き
の
）

●
質
問　

財
政
健
全
化
に
つ
い
て
。
土
地
開
発

公
社
保
有
の
土
地
を
市
が
将
来
買
い
取
る
が
、

そ
の
土
地
を
長
期
に
定
期
借
地
で
貸
し
付
け
る

考
え
は
な
い
の
か
。

こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
手
軽
に
持
ち
家
を

持
て
、
羽
曳
野
市
に
少
し
で
も
財
源
が
で
き
る

よ
う
に
考
え
た
も
の
。

●
答
弁　

現
在
10
事
業
に
関
連
し
て
先
行
取
得

用
地
の
買
い
戻
し
が
遅
延
し
て
い
る
の
が
現
状

で
、
５
事
業
に
関
す
る
用
地
を
賃
貸
借
等
に
よ

り
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
る
。
市
が
公
社
よ
り

買
い
戻
し
た
土
地
は
、
事
業
予
定
年
度
が
確
定

す
る
ま
で
は
短
期
の
賃
貸
借
等
で
有
効
活
用
を

図
っ
て
い
る
。
長
期
的
な
貸
し
付
け
に
つ
い
て

は
、
事
業
予
定
が
あ
る
以
上
、
困
難
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

●
提
言　

一
般
的
に
考
え
て
も
市
民
感
覚
か
ら

離
れ
て
い
る
と
思
う
。
開
発
公
社
の
土
地
も
市

が
再
取
得
し
た
土
地
も
羽
曳
野
市
民
の
財
産
で

あ
る
。
道
路
拡
張
で
残
っ
た
土
地
、
事
業
変
更

し
た
土
地
、
塩
漬
け
の
残
地
な
ど
、
中
期
的
な

定
期
借
地
を
考
え
た
ら
ど
う
か
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
手
軽
に
持
ち
家
を
持
て
る
よ
う
に
提
言
す

る
。

●
質
問　

社
会
福
祉
協
議
会
の
指
定
管
理
者
制

度
に
つ
い
て
。
福
祉
を
入
札
で
決
め
、
社
会
福

祉
協
議
会
が
指
定
管
理
者
と
し
て
い
る
が
、
入

札
の
低
い
金
額
で
管
理
す
る
こ
と
は
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
の
か
と
思
う
。
社

会
福
祉
協
議
会
は
羽
曳
野
市
の
社
会
福
祉
の
顔

で
あ
り
、
な
じ
ま
な
い
制
度
だ
と
思
う
が
。

●
答
弁　

平
成
19
年
度
よ
り
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
に
よ
る
市
営
施
設
の
管
理
を
実
施
し
て

い
る
。
高
年
生
き
が
い
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
は
、

３
年
間
、
指
定
管
理
者
と
し
て
社
会
福
祉
協
議

会
を
指
定
し
、
管
理
運
営
を
行
う
。
指
定
管
理

料
に
つ
い
て
も
、
過
去
の
委
託
料
の
実
績
、
委

託
内
容
や
運
営
方
法
の
見
直
し
等
、
経
費
削
減

な
ど
可
能
で
あ
る
部
分
を
精
査
し
た
結
果
の
金

額
で
あ
る
。
地
元
と
協
力
し
て
管
理
運
営
で
き

る
も
の
で
あ
る
と
思
い
指
定
し
た
。

●
質
問　

救
急
医
療
の
現
状
及
び
４
月
か
ら
診

療
報
酬
の
改
定
で
救
急
医
療
、
産
科
、
小
児
科

の
医
療
報
酬
を
手
厚
く
す
る
と
い
う
国
の
方
針

に
伴
う
市
へ
の
影
響
を
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

南
河
内
圏
域
で
の
夜
間
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
４
月
よ
り
、
病
院
の

輪
番
制
に
よ
り
初
期
救
急
、
２
次
救
急
体
制
の

整
備
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
初
期
救
急
に
つ
い
て

は
、
協
力
病
院
で
20
時
か
ら
23
時
ま
で
患
者
の

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
当
市
に
お

い
て
は
、
休
日
急
病
診
療
事
業
に
よ
り
日
曜
、

休
日
の
10
時
か
ら
16
時
ま
で
の
診
療
を
医
師

会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
の
協
力
で
実
施

し
て
い
る
。
診
療
報
酬
改
定
は
10
年
ぶ
り
の
プ

ラ
ス
改
定
の
予
定
で
、
当
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
に
影
響
し
、
ま
た
、
３
割
の
患
者
負
担

や
保
険
料
に
も
影
響
す
る
。
平
成
22
年
度
の
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
下
半
期
の
医

療
費
動
向
も
見
据
え
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
の
意
見
も
頂
き
な
が
ら
決
定
す
る
。

●
意
見　

藤
井
寺
市
の
市
民
病
院
を
羽
曳
野
市

と
共
同
で
夜
間
の
救
急
受
け
入
れ
病
院
に
し
、

休
日
診
療
を
羽
曳
野
市
で
受
け
入
れ
る
よ
う
に

し
た
ら
ど
う
か
。
今
回
の
救
急
医
療
改
定
で
市

民
の
方
の
負
担
が
増
え
る
の
な
ら
ば
、
軽
減
対

策
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

花
川
雅
昭　
（
は
び
き
の
自
由
ク
ラ
ブ
）

●
質
問　

小
学
校
に
配
置
さ
れ
て
い
る
安
全

管
理
員
の
担
う
役
割
と
児
童
の
心
に
つ
い

て
。
大
阪
府
よ
り
平
成
23
年
度
に
交
付
金
を

廃
止
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
防
犯
対

策
の
充
実
の
た
め
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
が
、

こ
の
ま
ま
で
よ
い
と
教
育
現
場
は
思
っ
て
い

る
の
か
考
え
を
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

学
校
施
設
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
で
本
来
開
放
的
な
も
の
。
残
念
な
が
ら

今
日
、
不
審
者
対
策
と
し
て
配
置
し
て
い
る

が
、
今
後
地
域
で
の
活
動
の
中
で
学
校
安
全

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
安
全
管
理
体
制
の
再

構
築
が
必
要
と
考
え
る
。

●
再
質
問　

羽
曳
野
の
子
供
は
行
政
が
守
る

と
い
う
市
独
自
の
考
え
を
聞
き
た
い

●
市
長　

ま
ず
、
学
校
現
場
で
対
策
を
打
ち

出
す
必
要
が
あ
る
。
校
内
で
の
人
的
な
活
用

と
し
て
、
校
長
、
教
職
員
、
校
務
員
、
図
書

館
司
書
な
ど
に
よ
り
体
制
を
と
る
こ
と
が
、

一
番
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、

校
外
で
は
行
政
全
体
と
し
て
児
童
の
安
全
対

策
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
最
終
的

に
は
校
内
の
体
制
と
合
わ
せ
て
児
童
の
安
全

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
確
立
出
来
れ
ば

示
す
。

●
要
望　

児
童
の
心
に
は
欠
か
せ
な
い
管
理

員
の
役
割
を
感
じ
て
ほ
し
い
。
校
外
と
校
内

で
分
け
た
考
え
方
を
答
弁
さ
れ
た
が
、
校
内

で
も
、
や
は
り
市
長
と
し
て
子
供
の
安
全
は

見
て
も
ら
い
た
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
あ

る
。
子
供
も
市
民
の
一
人
で
あ
り
、
こ
れ
か

ら
を
担
う
子
供
で
あ
る
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
た
い
。
他
の
市
よ
り
、
い
ち
早
く

決
断
し
、
市
独
自
の
事
業
と
し
て
「
子
供
の

安
全
は
羽
曳
野
市
が
リ
ー
ド
す
る
」
と
い
う

決
意
を
持
ち
、
継
続
的
な
安
全
管
理
員
の
配

置
を
強
く
強
く
要
望
す
る
。

●
質
問　

恵
我
ノ
荘
駅
南
側
の
暫
定
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
地
域
振
興
や
地
域
協
働
に
、

ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

恵
我
之
荘
商
店
街
振
興
組
合
と
十

分
協
議
し
、
活
気
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め

商
工
会
と
当
市
が
連
携
し
、
活
性
化
を
図
り

た
い
。
駅
前
南
側
に
お
い
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
基
本
と
し
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
整
備

を
行
っ
て
お
り
、
地
域
の
活
性
に
一
役
担
う

こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　

商
業
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
振

興
を
行
政
と
し
て
、
で
き
る
限
り
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
要
望
す
る
。

●
質
問　

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
の
勧

告
に
て
、
規
制
緩
和
措
置
と
言
え
る
補
助
対

象
財
産
施
設
の
処
分
や
目
的
外
使
用
の
弾
力

化
が
示
さ
れ
た
が
、
市
内
で
該
当
す
る
施
設

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
事
業
展
開
を

聞
き
た
い
。

●
答
弁　

現
時
点
で
は
具
体
的
に
検
討
対
象

と
な
る
施
設
等
は
な
い
が
、
施
設
整
備
後
の

経
年
に
よ
る
市
民
ニ
ー
ズ
や
市
民
の
利
便
性

に
配
慮
し
た
施
設
の
あ
り
方
を
模
索
し
、
柔

軟
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

●
要
望　

市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、

時
代
に
合
っ
た
新
た
な
施
設
利
用
も
考
え
ら

れ
る
。
今
後
財
政
状
況
や
多
様
化
す
る
市
民

要
望
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
い
ろ
ん
な
観
点

か
ら
調
査
、
検
討
を
お
願
い
す
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

①
学
校
施
設
の
耐
震
化
と
適
切
な
管
理
体
制

に
つ
い
て
②
今
の
子
供
た
ち
に
必
要
な
徳
育

に
つ
い
て
③
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て
④
ふ
れ
愛
広
場
と

山
添
村
の
野
外
学
習
施
設
に
つ
い
て
⑤
慣
例

化
し
て
い
る
随
意
契
約
や
物
品
入
札
に
つ
い

て

5
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若
林
信
一
　（
日
本
共
産
党
）

《
今
こ
そ
水
道
料
金
の
値
下
げ
に
つ
い
て
》

●
質
問　

日
本
共
産
党
は
水
道
料
金
の
値
下

げ
を
要
求
、
大
阪
府
が
59
年
ぶ
り
に
水
道
料

金
を
値
下
げ
す
る
。
府
営
水
を
55
％
も
と
り

入
れ
て
い
る
羽
曳
野
市
は
、
市
民
生
活
を
守

る
役
割
を
発
揮
し
値
下
げ
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
府
内
の
市
町
村
の
状
況
は
。
ま
た
府
営

水
の
値
下
げ
で
１
世
帯
ど
れ
ほ
ど
の
値
下
げ

に
な
る
の
か
。
値
下
げ
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

●
答
弁　

大
阪
府
議
会
で
用
水
供
給
料
金
が

４
月
１
日
よ
り
１
立
方
メ
ー
ト
ル
10
円
10
銭

値
下
げ
予
定
。
本
市
の
収
益
的
収
支
は
、
21

年
度
は
１
億
数
千
万
円
の
黒
字
見
込
み
、
平

成
22
年
度
も
黒
字
予
算
を
編
成
。
企
業
債
の

繰
上
げ
償
還
に
伴
う
節
減
効
果
は
１
億
４
，

５
０
０
万
円
。
収
益
的
収
支
へ
の
分
担
金
総

額
は
、
平
成
11
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で
で
、

総
額
約
６
億
６
千
万
円
。
受
水
料
金
の
値
下

げ
に
よ
る
市
の
好
転
額
は
約
８
千
万
円
。
値

下
げ
対
象
に
で
き
る
額
は
約
４
千
万
円
で
、

１
世
帯
当
た
り
、
１
年
８
１
５
円
。
一
時
的

な
値
下
げ
よ
り
、
将
来
の
安
全
・
安
定
給
水

で
還
元
す
る
。

●
市
長　

府
営
水
の
減
額
で
、
料
金
の
値
下

げ
か
、
施
設
整
備
事
業
に
充
て
る
か
検
討
す

る
余
地
が
大
い
に
あ
る
。

●
要
望　

府
営
水
の
値
下
げ
、
企
業
債
の
安

い
利
息
へ
の
繰
上
げ
償
還
、
給
水
新
設
工
事

の
分
担
金
の
扱
い
で
、
水
道
料
金
は
値
下
げ

が
で
き
る
し
、
す
べ
き
だ
と
提
案
。

《
だ
れ
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
介
護
保

険
制
度
の
実
現
に
つ
い
て
》

●
質
問　

介
護
保
険
は
今
年
11
年
目
を
迎
え

る
。
最
大
の
問
題
は
、
国
が
国
庫
負
担
割
合

を
50
％
か
ら
25
％
に
縮
小
し
、「
保
険
あ
っ

て
介
護
な
し
」「
介
護
難
民
」
が
相
次
い
で

い
る
。
介
護
保
険
の
利
用
状
況
、
認
定
の
問

題
、
街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス
運
営
に
市
が
補
て

ん
を
す
べ
き
。
保
険
料
は
準
備
基
金
残
高

２
億
円
の
半
分
で
な
く
、
１
０
０
％
繰
り

入
れ
を
し
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
す
べ
き
。

●
答
弁　

平
成
21
年
12
月
現
在
、
要
介
護

認
定
者
は
５
，
１
９
４
人
、
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
る
数
は
３
，
７
５
７
人
で
被
保

険
者
に
対
し
14
．
３
％
。
認
定
は
、
平
成

21
年
10
月
か
ら
特
記
事
項
を
重
視
し
た
見

直
し
の
方
向
。
街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス
の
市

の
助
成
は
１
７
２
万
５
千
円
で
増
額
。
介

護
保
険
料
は
府
内
で
上
か
ら
10
番
目
。

●
要
望　

準
備
基
金
の
繰
り
入
れ
で
高
い

保
険
料
を
引
き
下
げ
る
こ
と
、
街
か
ど
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
補
助
金
を
増
額
し
安
定
し

た
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

《
市
民
の
命
を
守
る
た
め
の
自
殺
防
止
の
対

策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

貧
困
と
格
差
が
広
が
る
中
、
自
殺

者
は
12
年
連
続
３
万
人
を
超
え
て
い
る
。
市

の
状
況
、
自
殺
対
策
の
具
体
的
取
り
組
み
、

24
時
間
の
電
話
対
応
を
ど
う
考
え
る
か
。

●
答
弁　

自
殺
者
は
、
羽
曳
野
市
で
は
平

成
19
年
23
人
、
20
年
34
人
。
啓
発
チ
ラ
シ

や
グ
ッ
ズ
、
市
広
報
で
の
啓
発
や
相
談
機
会

の
充
実
な
ど
を
実
施
。
24
時
間
電
話
対
応

は
大
阪
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
、

案
内
や
周
知
に
努
め
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

夜
の
緊
急
事
態
の
対
策
を
提
案
。

《
市
民
の
切
実
な
要
望
の
実
現
に
つ
い
て
》

●
要
望　

府
営
古
市
住
宅
建
て
か
え
の
、
住

民
へ
の
説
明
会
に
つ
い
て
、
大
阪
府
は
基

本
設
計
が
で
き
た
段
階
で
実
施
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
早
期
実
施
を
強
く
要
望
。

駒
ヶ
谷
自
転
車
置
場
は
、
今
回
の
有
料
化

で
、
せ
め
て
利
用
者
の
便
宜
を
図
り
、
屋

根
の
取
り
付
け
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
を
通
じ
て
の
仕
事
の
確
保
を
近
鉄
と
交

渉
す
る
よ
う
要
望
。

小
田
敏
朗　
（
公
明
党
）

《「
道
の
駅
し
ら
と
り
の
郷
・
羽
曳
野
に
つ

い
て
」
施
設
の
あ
り
方
、
来
場
者
に
対
す

る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
》

●
質
問　

し
ら
と
り
の
郷
・
羽
曳
野
の
来

場
者
数
及
び
採
算
状
況
は
。　

●
答
弁　

昨
年
４
月
か
ら
こ
と
し
２
月
末

ま
で
の
あ
す
か
て
く
る
で
の
レ
ジ
通
過
数

が
約
59
万
人
で
、
12
億
６
千
万
円
余
り
の
売

り
上
げ
。
ま
た
、
タ
ケ
ル
館
の
１
月
末
ま

で
の
来
場
者
数
は
約
20
万
人
で
、
約
２
億

円
の
売
り
上
げ
。

●
質
問　

し
ら
と
り
の
郷
・
羽
曳
野
の
高

齢
者
、
障
害
者
に
対
す
る
配
慮
は
。　

●
答
弁　

高
齢
者
、
障
害
者
へ
の
配
慮
と

し
て
、
車
い
す
な
ど
で
の
来
場
者
に
対
し
、

優
先
入
場
で
き
る
よ
う
、
Ｊ
Ａ
大
阪
南
に

申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

●
質
問　

道
の
駅
へ
の
進
入
路
や
交
差
点

に
設
計
上
の
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
。
早

急
な
安
全
対
策
が
必
要
。
周
辺
の
安
全
対

策
も
速
や
か
に
図
っ
て
も
ら
い
た
い
。

●
答
弁　

本
線
側
の
敷
設
レ
ー
ン
の
延
伸

が
な
さ
れ
る
と
き
に
、
あ
わ
せ
て
総
合
的

な
交
通
処
理
を
大
阪
府
と
警
察
に
対
し
て

要
望
し
た
い
。

《
観
光
産
業
振
興
に
つ
い
て
》

●
質
問　

市
の
観
光
に
対
す
る
取
り
組
み
、

重
要
性
、
ま
た
観
光
に
対
し
て
将
来
性
を

ど
の
よ
う
に
設
計
し
て
い
る
か

●
答
弁　

観
光
行
政
は
、
当
市
と
し
て
大

変
重
要
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
積
極

的
に
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
質
問　

観
光
政
策
を
充
実
さ
せ
る
た
め

の
大
き
な
要
素
と
し
て
、
観
光
産
業
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
。
計
画
が
明
確
に
な
る

よ
う
な
形
で
考
え
を
打
ち
出
せ
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
が
。

●
答
弁　

今
後
、振
興
計
画
の
策
定
に
向
け
、

農
業
、
商
業
に
対
す
る
施
策
に
対
し
て
も
具

体
的
に
実
施
し
、
行
動
を
起
こ
し
た
い
。
特

に
必
要
に
よ
れ
ば
、
特
命
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
い
。
政
策
推
進
課
や

生
活
環
境
部
と
あ
わ
せ
て
積
極
的
に
取
り
組

み
、
羽
曳
野
市
の
魅
力
を
う
ま
く
活
用
し
、

人
と
物
の
交
流
を
進
め
て
い
く
中
で
、
多
く

の
機
会
を
と
ら
え
、
積
極
的
に
市
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
さ
ら
に
、
計
画
性
を
発
揮
し

て
ま
い
り
た
い
。

●
要
望　

観
光
産
業
振
興
に
つ
い
て
、
羽
曳

野
の
特
性
を
生
か
し
た
世
界
観
光
や
歴
史
観

光
な
ど
の
取
り
組
み
が
今
後
の
方
向
性
を
示

唆
し
て
い
る
。
観
光
に
配
慮
し
た
持
続
可
能

な
観
光
整
備
が
必
要
。
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持

っ
た
観
光
ル
ー
ト
は
魅
力
に
付
加
価
値
を
与

え
る
。
観
光
に
対
す
る
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
は
大

変
に
幅
広
く
、
奥
が
深
い
。
今
か
ら
即
刻
仕

切
り
直
し
、
滞
り
な
く
準
備
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

《「
地
域
で
支
え
合
い
、
助
け
合
う
地
域
福
祉

の
充
実
」
に
つ
い
て
》

●
質
問　

高
齢
者
の
見
守
り
に
つ
い
て
市
の

対
応
、
ど
の
範
囲
ま
で
現
在
か
か
わ
り
を
持

っ
て
い
る
か
。

●
答
弁　

本
市
で
は
、
校
区
福
祉
委
員
会
に

よ
る
見
守
り
活
動
や
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

雅
び
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
庁
内
で

は
こ
れ
ら
の
制
度
の
調
査
研
究
を
進
め
、
検

討
し
て
お
り
、
今
後
地
域
の
皆
さ
ん
と
課
題

を
解
決
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
高
齢

者
を
地
域
で
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能

強
化
に
努
め
る
。

6
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新
岡
健
志
　（
公
明
党
）

●
質
問　

住
宅
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
内

容
と
本
市
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

●
答
弁　

昨
年
の
12
月
に
閣
議
決
定
の
緊
急

経
済
対
策
の
中
で
創
設
さ
れ
、
エ
コ
リ
フ
ォ

ー
ム
ま
た
は
エ
コ
住
宅
の
新
築
を
し
た
方
が

さ
ま
ざ
ま
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
交
換
可
能

な
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
で
き
る
制
度
で
国

土
交
通
省
、
経
済
産
業
省
、
環
境
省
の
三
省

合
同
事
業
で
実
施
。
申
請
期
限
は
、
エ
コ
リ

フ
ォ
ー
ム
で
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
、
一

戸
建
て
住
宅
の
新
築
で
平
成
23
年
６
月
30
日

ま
で
。
な
お
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
も

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
国
土
交
通
省
に
は
専
用
の
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
市
で
は
市
民
か

ら
の
相
談
や
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
る
体
制
を

整
え
て
い
る
。

●
要
望　

市
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
な
ど
と
連
携
し
、

地
域
振
興
商
品
券
や
地
域
産
品
な
ど
を
こ
の

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
交
換
対
象
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
元
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献

す
る
こ
と
が
で
き
る
施
策
の
展
開
を
ぜ
ひ
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
質
問　

大
阪
発
地
方
分
権
改
革
ビ
ジ
ョ
ン

の
概
要
と
本
市
の
分
権
改
革
の
今
後
の
取
り

組
み
は
。
ま
た
、
池
田
市
の
地
域
主
権
の
推

進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
市
長
の
感
想
は
。

●
答
弁　

霞
ヶ
関
中
央
集
権
型
社
会
か
ら
自

己
決
定
、
自
己
責
任
、
自
己
経
営
が
可
能
な

地
域
主
権
型
社
会
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
、

住
民
に
近
い
と
こ
ろ
に
力
を
集
め
る
ニ
ア
イ

ズ
ベ
タ
ー
の
理
念
の
も
と
、
国
に
先
駆
け
て

権
限
移
譲
を
進
め
る
も
の
。
府
内
全
市
町
村

に
対
し
平
成
25
年
ま
で
に
特
例
市
並
み
、
平

成
30
年
ま
で
中
核
市
並
み
の
権
限
移
譲
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
と
も
住
民
に
近
い
地
方
自
治
体
と
し

て
、
地
域
に
お
け
る
行
政
を
自
主
的
か
つ
総

合
的
に
実
現
す
る
役
割
を
果
た
す
た
め
、
人

材
の
育
成
と
組
織
や
人
員
体
制
の
再
編
、
ま

た
広
域
連
携
や
市
民
協
働
の
総
合
的
取
り
組

み
な
ど
、
事
務
移
譲
の
実
現
に
向
け
た
検
証

を
継
続
的
に
行
い
、
真
の
地
方
分
権
を
推
進

す
る
。

●
市
長　

市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
は
今
後
最
低
限
必
要
な

こ
と
。
特
に
、
池
田
市
の
取
り
組
み
は
地
域

型
で
あ
り
、
主
体
的
に
か
か
っ
て
い
た
事
業

そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
地
域
の
皆
さ
ん
が
こ

う
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
て
や
り
た
い
と
い

う
思
い
な
ど
を
提
案
し
、
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
予
算
を
決
定
さ
せ
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
が

自
主
的
に
や
っ
て
い
た
だ
く
も
の
。
も
う
既

に
、
色
々
な
形
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

を
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
取
り
上
げ
た
い
と
思
っ

て
お
り
、
ま
た
そ
う
い
う
こ
と
が
今
必
要
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
早
速
そ
う
い
っ
た
条
例

等
の
整
備
も
含
め
て
準
備
に
取
り
か
か
っ
て

い
き
た
い
。
加
え
て
、
こ
う
し
た
こ
と
が
今

後
幅
広
く
地
域
で
広
が
っ
て
い
く
際
に
は
、

特
に
当
市
が
行
っ
て
い
る
中
学
生
の
サ
ポ
ー

ト
事
業
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
各
地
域
で
、

各
町
会
で
や
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
、
組
織
を
立
ち
上
げ
て
い
く
。

●
要
望　

本
市
に
お
い
て
も
、
本
市
に
合
っ

た
独
自
の
施
策
を
北
川
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
の
も
と
で
地
域
主
権
の
力
強
い
施
策
の

展
開
を
期
待
し
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問　

市
道
郡
戸
古
市
線
及
び

都
市
計
画
道
路
八
尾
富
田
林
線
の
進
捗
状
況

は
。

7

松
村
尚
子　
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

●
質
問　

地
方
分
権
の
市
町
村
へ
の
権
限
移

譲
に
つ
い
て
市
の
考
え
方
は
。

●
答
弁　

事
務
だ
け
を
移
譲
す
る
の
で
は
な

く
、
権
限
も
財
源
も
移
譲
す
る
地
方
分
権
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
治
体
が
条
例
で
独

自
に
基
準
を
定
め
る
な
ど
の
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
地
方
の
固
有
財
源
で
あ
る

交
付
税
の
拡
充
と
税
財
源
の
移
譲
措
置
も
含

め
検
討
が
必
要
で
、
地
方
が
自
由
に
選
択
し

て
使
え
る
よ
う
一
般
財
源
化
し
、
移
譲
し
て

も
ら
い
た
い
。
税
収
が
落
ち
込
み
、
経
営
の

健
全
化
や
財
政
基
盤
の
強
化
を
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
権
限
移
譲
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
高
度
で
専
門
的
能
力
が
求
め
ら
れ
、

人
材
育
成
や
人
員
体
制
、
組
織
の
再
編
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
広
域
行

政
や
広
域
連
携
も
検
討
が
必
要
。
国
・
府
・

市
町
村
が
対
等
協
力
、
役
割
分
担
を
明
確
に

し
、
権
限
、
財
源
移
譲
を
働
き
か
け
た
い
。

●
要
望　

広
域
的
な
権
限
移
譲
が
必
要
。
役

割
を
担
っ
た
権
限
移
譲
に
働
き
か
け
を
要

望
。

●
質
問　

教
育
に
関
す
る
権
限
移
譲
に
つ
い

て
市
の
考
え
方
は
。

●
答
弁　

教
職
員
の
採
用
、
任
免
、
異
動
、

管
理
職
の
登
用
な
ど
を
み
て
も
、
本
市
の
規

模
、
教
育
委
員
会
の
陣
容
で
は
こ
な
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
今
後
、
府
教
育
委
員
会
の
動

向
を
見
守
り
た
い
。

●
質
問　

子
供
た
ち
の
体
力
づ
く
り
に
つ
い

て
市
の
取
り
組
み
は
。

●
答
弁　

19
チ
ー
ム
が
加
入
し
て
い
る
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
が
熱
心
に
活
動
。
ま
た
、
青
少

年
健
全
育
成
協
議
会
や
地
域
の
子
供
会
な

ど
、
文
化
活
動
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

市
主
催
事
業
の
市
民
総
合
大
会
、
ド
ッ
ジ
ボ

ー
ル
大
会
、
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
、
市
民
マ
ラ

ソ
ン
大
会
な
ど
に
多
数
が
参
加
。
さ
ら
に
、

子
供
対
象
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
も
実
施
。

●
質
問　

各
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の

体
力
づ
く
り
の
取
り
組
み
は
。

●
答
弁　

幼
稚
園
で
は
ダ
ン
ス
、
体
操
、
サ

ッ
カ
ー
教
室
な
ど
幼
児
期
の
体
力
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
。
小
学
校
で
は
ラ
ジ
オ
体
操
、

縄
跳
び
、
冬
期
は
駆
け
足
、
マ
ラ
ソ
ン
な
ど

の
持
久
走
を
、
中
学
校
で
は
部
活
動
が
あ
る
。

●
要
望　

日
常
生
活
に
実
践
で
き
、
健
康
で

健
や
か
な
体
力
づ
く
り
を
要
望
。

●
質
問　

体
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て

●
答
弁　

小
学
校
７
校
、
中
学
校
６
校
が
参

加
。
結
果
は
全
種
目
全
国
平
均
を
下
回
っ
た
。

小
学
校
は
反
復
横
跳
び
、
20
メ
ー
ト
ル
シ
ャ

ト
ル
ラ
ン
、
中
学
校
は
反
復
横
跳
び
、
50
メ

ー
ト
ル
走
が
非
常
に
弱
い
。
ほ
と
ん
ど
運
動

を
し
な
い
生
徒
が
、
多
く
の
女
子
に
顕
著
に

見
ら
れ
た
。
22
年
度
は
全
小
・
中
学
校
で
体

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た

体
力
づ
く
り
を
進
め
る
。

●
要
望　

結
果
を
知
る
こ
と
で
体
力
の
向
上

の
意
識
を
持
つ
。
楽
し
さ
を
感
じ
、
粘
り
強

い
体
力
を
養
う
こ
と
も
必
要
。
体
力
テ
ス
ト

の
参
加
や
体
力
づ
く
り
の
啓
発
を
要
望
。

●
質
問　

羽
曳
野
市
の
特
産
品
に
つ
い
て
。

宣
伝
、
Ｐ
Ｒ
の
方
法
は
。

●
答
弁　

ブ
ド
ウ
、
イ
チ
ジ
ク
、
な
に
わ
の

伝
統
野
菜
で
あ
る
碓
井
エ
ン
ド
ウ
が
あ
り
、

イ
チ
ジ
ク
ジ
ャ
ム
、
イ
チ
ジ
ク
ソ
ー
ス
な

ど
を
販
売
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
、
観
光

情
報
を
広
く
発
信
。
道
の
駅
な
ど
で
販
売
し

て
お
り
、
東
京
の
ふ
る
さ
と
情
報
プ
ラ
ザ
へ

特
産
品
の
貸
し
出
し
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
南
河
内
う
ま
い
も
ん
市
や
Ｎ

Ｈ
Ｋ
南
側
公
園
広
場
で
の
桜
祭
り
に
参
加
予

定
。

●
要
望　

駅
前
で
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

は
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

カ
タ
ロ
グ
で
特
産
品
が
一
覧
で
見
る
も
の
が

あ
れ
ば
。
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
要
望
。



市議会だより

−市議会だより　2010.6.1− 378

吉
田
恭
輔
（
新
生
は
び
き
の
）

●
質
問　

鳩
山
首
相
の
掲
げ
る
「
コ
ン
ク
リ

ー
ト
か
ら
人
へ
」
と
い
う
考
え
は
、
ま
ず
人

の
命
を
大
切
に
し
国
民
の
生
活
を
守
り
、
年

金
、医
療
、介
護
、子
育
て
教
育
に
力
を
入
れ
、

誰
も
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
地
球
温
暖
化
対
策

に
お
い
て
も
、
2
0
2
0
年
に
温
室
効
果
ガ

ス
C
O
2 

を
90
年
比
で
25
％
削
減
す
る
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
当
市
の
C
O
2 

削
減
と
エ
コ
対
策
の
考
え
と
国
の
助
成
制
度

に
つ
い
て
。
ま
た
今
の
蛍
光
灯
、
白
熱
灯
よ

り
明
る
く
そ
の
上
電
気
代
が
非
常
に
安
く

C
O
2 

削
減
効
果
も
大
き
い
L
E
D
（
発
光

ダ
イ
オ
ー
ド
） 

照
明
に
つ
い
て
は
、
現
に
吹

田
市
の
千
里
公
園
で
L
E
D 

化
さ
れ
電
気

代
が
年
66
万
円
、
排
出
量
が
14
ｔ
削
減
と
試

算
さ
れ
、
高
島
屋
が
全
店
こ
の
L
E
D 

照

明
を
取
り
入
れ
年
間
５
億
円
強
の
コ
ス
ト
と

C
O
2 

削
減
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
発
表

さ
れ
て
い
る
。
当
市
の
考
え
は
。

●
答
弁　

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定
し

低
公
害
車
の
導
入
、
空
調
の
温
度
の
適
正
化
、

不
要
時
の
消
灯
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
使
用

自
粛
な
ど
全
般
に
わ
た
っ
て
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
４
月
か

ら
は
改
正
省
エ
ネ
法
も
施
行
さ
れ
排
出
量
規

制
整
備
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
。
L
E
D 

照
明
は
、
消
費
電
力
が
少
な
く
寿
命
も
長
く

省
エ
ネ
効
果
は
非
常
に
高
く
導
入
実
績
を
見

る
と
庁
舎
、
体
育
館
、
遊
技
場
、
街
頭
な
ど

が
あ
り
最
近
の
大
き
な
動
き
と
し
て
は
大

阪
府
が
外
環
状
線
な
ど
の
道
路
照
明
灯
を

L
E
D 

に
更
新
し
て
い
く
。
当
市
で
は
新

築
の
建
物
か
ら
導
入
し
、
既
存
の
器
具
に
つ

い
て
は
、
設
備
の
更
新
時
期
に
導
入
し
て
い

く
。

●
質
問　

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
が
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
当
市

に
は
そ
れ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
拠
点
が
な
い
。
庭
鳥

塚
古
墳
を
は
じ
め
多
く
の
史
跡
か
ら
出
土

し
た
遺
物
な
ど
を
展
示
や
保
存
す
る
資
料

館
が
必
要
だ
が
今
年
峰
塚
公
園
に
建
設
さ

れ
る
管
理
棟
の
役
割
に
つ
い
て
お
尋
ね
す

る
。

●
答
弁　

庭
鳥
塚
古
墳
（
東
阪
田
）
か
ら
は

三
角
縁
神
獣
鏡
や
筒
型
銅
器
な
ど
約
2
0
0 

点
の
貴
重
な
副
葬
品
が
出
土
し
注
目
を
集
め

た
。
出
土
品
に
つ
い
て
は
さ
び
の
除
去
や
劣

化
を
防
ぐ
科
学
的
処
理
を
実
施
し
保
存
し
て

い
る
。
ま
た
、
古
墳
の
盛
り
土
の
様
子
は
薬

剤
を
用
い
て
土
の
は
ぎ
と
り
を
し
て
発
掘
時

の
状
態
で
見
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
管
理

棟
に
つ
い
て
は
峰
塚
公
園
が
一
望
で
き
る
高

床
式
建
築
で
約
１
億
円
を
予
算
計
上
し
歴
史

資
料
館
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
持
っ
て
い

る
。

●
質
問　

ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
有
選
手
は
自
分

を
育
て
て
く
れ
た
故
郷
へ
の
ご
恩
返
し
と

し
て
記
念
館
と
野
球
専
用
硬
式
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
つ
く
り
た
い
と
の
申
し
出
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

お
父
様
と
少
年
時
代
に
指
導
さ
れ

た
監
督
が
強
い
申
し
入
れ
に
来
ら
れ
た
。
当

市
と
し
て
も
前
々
か
ら
総
合
運
動
広
場
が
必

要
と
思
っ
て
い
た
の
で
積
極
的
に
今
あ
る
市

有
地
の
有
効
活
用
、
行
政
財
産
の
効
率
的
な

運
用
を
図
れ
る
よ
う
前
向
き
に
検
討
し
た

い
。

●
質
問　

上
ノ
太
子
駅
南
側
の
整
備
と
遊

休
農
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
お
尋
ね
す

る
。

●
答
弁　

駒
ヶ
谷
地
域
に
つ
い
て
は
約

3
6
0
0
万
円
の
予
算
を
計
上
し
、
上
ノ
太

子
駅
前
も
含
め
自
然
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
積
極
的
に
図
っ
て
い
く
。
大
阪
府
遊

休
農
地
実
態
調
査
結
果
を
も
と
に
1
0
0 

％
国
の
補
助
事
業
で
あ
る
重
点
分
野
雇
用

創
出
事
業
制
度
を
活
用
し
、
ブ
ド
ウ
産
業
、

地
場
産
業
な
ど
の
活
性
化
を
図
る
。

●
要
望　

夫
婦
池
の
異
臭
悪
臭
対
策
に
万

全
を
お
願
い
し
た
い
。

広
瀬
公
代
（
日
本
共
産
党
）

《
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
》

●
質
問　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
が
先

送
り
さ
れ
た
た
め
、
4
月
か
ら
保
険
料
が
大

阪
で
は
約
５
％
値
上
げ
と
な
る
。
半
分
以
上

の
広
域
連
合
が
値
上
げ
を
し
な
い
中
、
大
阪

は
値
上
げ
率
も
保
険
料
も
全
国
で
３
番
目
に

高
い
。
平
均
保
険
料
が
低
い
県
の
２
倍
以
上

に
な
っ
て
い
る
。
民
主
党
政
権
は
昨
年
秋

「
新
制
度
に
移
行
す
る
ま
で
の
間
、
問
題
点

を
極
力
解
消
す
る
」「
保
険
料
増
加
分
に
は

国
庫
補
助
を
行
う
」
と
言
っ
て
き
た
が
、
予

算
に
補
助
金
は
入
っ
て
い
な
い
。
ま
た
75
歳

以
上
の
患
者
さ
ん
が
90
日
を
超
え
て
入
院
す

る
と
、
医
療
機
関
へ
の
診
療
報
酬
が
大
幅
に

減
ら
さ
れ
る
た
め
病
院
を
追
い
出
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
「
後
期
高
齢
者
特
定
入
院
基
本
料
」

は
全
年
齢
に
拡
大
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

医
療
抑
制
に
つ
な
が
る
「
短
期
証
」
の
発
行

も
行
わ
れ
て
い
る
。
政
府
は
即
時
制
度
の
廃

止
を
し
、
元
の
老
人
保
健
に
戻
す
べ
き
。
そ

れ
ま
で
保
険
料
値
上
げ
率
を
ゼ
ロ
に
し
、
保

険
料
と
窓
口
の
１
部
負
担
金
の
減
額
免
除
制

度
を
も
っ
と
受
け
や
す
く
す
る
べ
き
。
市
は

ど
う
考
え
る
か
。

●
答
弁　

国
が
直
接
の
補
助
等
を
行
わ
な
か

っ
た
こ
と
は
遺
憾
。
引
き
続
き
国
に
要
望
し

て
い
く
。
市
民
、
医
療
機
関
な
ど
現
場
で
の

混
乱
が
予
想
さ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
即
時
廃

止
を
求
め
よ
と
の
要
望
に
は
応
え
ら
れ
な

い
。
保
険
料
決
定
に
市
と
し
て
独
自
に
対
応

す
る
権
限
が
な
い
。
広
域
連
合
に
必
要
な
要

望
や
提
言
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
保
険
料
と

窓
口
負
担
金
の
減
免
制
度
は
市
と
し
て
納
付

相
談
等
で
の
実
態
を
踏
ま
え
、
広
域
連
合
に

対
し
て
適
正
な
基
準
で
運
用
が
図
ら
れ
る
よ

う
要
望
し
て
い
く
。

●
要
望　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
即
時
廃

止
を
強
く
国
に
求
め
て
ほ
し
い
。

《
市
内
業
者
の
仕
事
増
や
し
と
賃
金
の
保

障
》

●
質
問　

①
市
内
業
者
の
仕
事
を
増
や
し
、

所
得
を
増
や
す
こ
と
が
景
気
を
回
復
し
、
街

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
何
十

倍
も
の
経
済
波
及
効
果
が
実
証
さ
れ
、
全

国
85
以
上
の
自
治
体
に
広
が
っ
て
い
る
「
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
に
今
こ
そ
緊
急
経

済
対
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。「
住

宅
耐
震
改
修
助
成
制
度
」「
住
宅
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
」
な
ど
今
あ
る
制
度
も
市
民
が
利
用

し
や
す
く
工
夫
し
、
市
内
業
者
が
仕
事
を

確
保
で
き
る
よ
う
市
が
援
助
す
べ
き
。

②
低
賃
金
の
非
正
規
職
員
が
増
え
、
低
い
入

札
価
格
で
、
働
い
て
も
食
べ
て
行
け
な
い

「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
が
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
野
田
市
は
昨
年
公
契
約
条
例

を
制
定
し
今
年
２
月
に
入
札
結
果
を
公
表

し
た
。
当
市
で
も
自
治
体
が
結
ぶ
公
契
約

に
暮
ら
せ
る
賃
金
の
条
件
を
入
れ
る
べ
き
。

●
答
弁　

①
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
は
引

き
続
き
研
究
検
討
し
て
い
く
。
耐
震
改
修

は
一
室
改
修
工
事
も
併
せ
て
計
画
し
て
行

く
予
定
。
②
公
契
約
条
例
は
今
後
の
取
り

組
み
を
検
討
す
る
。

●
要
望　

働
き
た
く
て
も
仕
事
が
な
い
方

が
本
当
に
多
い
。
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

や
リ
ー
ス
代
、
家
賃
な
ど
固
定
費
に
も
助
成

を
出
す
な
ど
業
者
の
営
業
と
暮
ら
し
を
守

っ
て
ほ
し
い
。
働
く
貧
困
層
が
広
が
る
中
、

市
が
発
注
す
る
公
契
約
の
も
と
で
働
く
方

が
き
ち
ん
と
暮
ら
せ
る
働
き
方
に
す
る
よ

う
要
望
。　

《
コ
ロ
セ
ア
ム
の
利
用
改
善
に
つ
い
て
》

●
要
望　

市
民
の
願
い
は
駐
車
料
金
無
料

時
間
を
３
時
間
に
戻
す
こ
と
。
駐
車
料
、
シ

ャ
ワ
ー
室
の
設
置
お
風
呂
利
用
時
間
の
短

縮
な
ど
市
民
や
利
用
者
の
声
を
聞
く
べ
き
。
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【
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
土
地
取
得
特
別
会

計
予
算
】

　

本
予
算
に
つ
い
て
の
説
明
後
、
審
査
の
結

果
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

民
生
産
業
常
任
委
員
会

委
員
長　

新
岡　

健
志
（
公
明
党
）

　

付
託
を
受
け
た
４
件
の
案
件
に
つ
い
て

審
査
を
し
ま
し
た
。

【
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）】

　　

質
疑
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
「
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交

付
金
」
を
活
用
し
て
実
施
す
る
事
業
に
つ

い
て

②
歳
入
に
お
い
て
、
市
民
税
が
４
億
円
減

額
と
な
る
要
因
に
つ
い
て

③
保
育
園
に
関
し
て
、
保
育
料
の
滞
納
対

策
な
ど
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
予
算
】

　

質
疑
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
「
は
び
き
の
中
学
生
s
t
u
d
y
‐
Ｏ
」

に
関
係
し
、
委
託
料
が
増
額
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て

②
選
挙
事
務
に
伴
い
、
人
材
派
遣
と
し
て

委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て③
ウ
ィ
ー
ン
市
13
区
と
の
友
好
交
流
15
周

年
に
ち
な
ん
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
（
仮

称
）
ウ
ィ
ー
ン
展
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て

④
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
が
、
昨
年
度

よ
り
１
億
円
増
加
し
て
い
る
要
因
な
ど
に

つ
い
て

⑤
大
阪
府
人
権
協
会
に
対
し
分
担
金
を
負

担
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

⑥
生
活
保
護
に
関
す
る
扶
助
費
が
年
々
増

加
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
本
市
で
の

状
況
や
職
員
体
制
な
ど
に
つ
い
て

⑦
「
南
河
内
北
部
広
域
小
児
急
病
診
療
所

事
業
」
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
及
び
今
後
に
つ
い
て

⑧
都
市
整
備
推
進
費
に
計
上
さ
れ
て
い
る

中
途
解
約
違
約
金
に
つ
い
て

⑨
学
校
給
食
費
が
減
少
し
て
い
る
要
因
な

ど
に
つ
い
て

⑩
35
億
円
を
超
え
る
公
債
費
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て

⑪
税
収
入
以
外
に
収
入
を
増
や
す
た
め
の

施
策
に
つ
い
て

⑫
教
育
費
の
減
少
や
民
生
費
の
増
加
の
要

因
に
つ
い
て

⑬
市
独
自
の
景
気
刺
激
策
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
財
政
難
の
な
か
、
今
あ

る
施
設
の
有
効
利
用
を
図
る
な
ど
、
や
り

く
り
し
て
い
る
こ
と
は
理
解
す
る
も
の
の
、

偏
っ
た
同
和
行
政
の
見
直
し
を
図
っ
て
い

な
い
こ
と
や
景
気
対
策
に
つ
い
て
も
不
十

分
で
あ
る
な
ど
と
し
て
、
反
対
す
る
者
１

名
。
一
方
、
財
政
状
況
が
厳
し
く
、
政
権
交

代
に
よ
り
国
の
方
針
が
変
わ
る
中
で
、
市

民
を
支
え
、
守
る
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
予

算
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
メ

リ
ハ
リ
の
き
い
た
予
算
で
あ
る
と
評
価
す

る
と
し
て
、
賛
成
す
る
者
５
名
の
、
賛
成

す
る
者
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区
特
別
会
計

予
算
】

　

向
野
財
産
区
の
「
芋
地
池
」
の
水
路
部

分
の
使
用
許
可
に
関
し
て
、
契
約
期
間
や

財
産
区
財
産
使
用
料
や
使
用
許
可
の
流
れ

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の

結
果
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

9

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長　

花
川　

雅
昭

　
　
　
　
　
　
　
（
は
び
き
の
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

付
託
を
受
け
た
６
件
の
案
件
に
つ
い
て
審

査
を
し
ま
し
た
。

【
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
】

　　

質
疑
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
予
備
費
が
前
年
度
比
、
1
3
9
パ
ー
セ
ン

ト
と
突
出
し
て
い
る
要
因
に
つ
い
て

②
前
期
高
齢
者
交
付
金
が
大
幅
に
伸
び
て
い

る
理
由
に
つ
い
て

③
法
定
外
繰
入
金
の
他
市
の
状
況
に
つ
い
て

④
保
健
事
業
費
が
3
3
.
6
パ
ー
セ
ン
ト
増

額
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て

⑤
昨
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
問
題
に
よ

る
国
民
健
康
保
険
へ
の
影
響
に
つ
い
て

⑥
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
滞
納
繰
越
金
が
増

額
と
な
っ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て

⑦
国
保
で
基
金
を
取
り
崩
し
、
保
険
料
を
引

き
下
げ
で
き
な
い
か
、
本
市
の
考
え
に
つ
い

て
　

審
査
の
結
果
、
景
気
が
ま
だ
ま
だ
厳
し
い

状
況
が
続
く
中
市
民
の
生
活
を
支
え
る
た

め
、
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
努
力
が
見
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
資
格
証
や
短
期
証

の
発
行
を
行
わ
ず
、
す
べ
て
の
世
帯
に
保
険

証
等
を
発
行
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
反
対
と

す
る
者
１
名
。
一
方
、
一
般
会
計
の
繰
入
金

が
他
市
よ
り
も
多
い
こ
と
、
黒
字
団
体
で
あ

る
こ
と
を
評
価
し
、
ま
た
、
保
険
給
付
費
の

伸
び
も
十
分
予
測
し
、
特
定
健
診
、
特
定
指

導
も
含
め
保
健
事
業
費
も
確
保
し
、
予
防
事

業
の
強
化
も
図
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
評

価
で
き
る
と
し
て
賛
成
と
す
る
者
５
名
の
賛

成
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
と
畜
場
特
別
会
計

予
算
】

　　

質
疑
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
処
理
頭
数
と
、
と
畜
場
使
用
の
変
化
に
つ

い
て

②
施
設
管
理
運
営
委
託
料
と
し
て
1
0
0
万

円
増
額
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て

③
と
場
の
今
後
の
あ
り
方

　

審
査
の
結
果
、
1
企
業
に
よ
り
独
占
的
な

使
用
が
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
適
正
な

負
担
を
求
め
、
独
立
採
算
に
よ
る
会
計
に
す

べ
き
だ
と
し
て
反
対
と
す
る
者
1
名
、
一
方
、

食
肉
協
会
に
お
い
て
も
大
変
厳
し
い
状
況
で

は
あ
る
が
、
今
後
も
地
元
と
協
議
を
重
ね
、

本
市
の
重
要
な
地
場
産
業
発
展
の
た
め
に
努

力
を
続
け
、
運
営
が
健
全
に
推
移
す
る
こ
と

を
期
待
し
賛
成
と
す
る
者
5
名
の
賛
成
多
数

に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
と
決
し

ま
し
た
。

【
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
老
人
保
健
特
別
会

計
予
算
】

　

老
人
保
健
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
21
年

度
か
ら
行
っ
て
い
る
精
算
事
務
等
の
処
理
を

22
年
で
終
了
さ
せ
、
23
年
度
以
降
に
つ
い
て

は
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
一
般
会
計
で
処

理
す
る
か
ど
う
か
も
含
め
、
再
検
討
中
で
あ
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付
託
を
受
け
た
４
件
の
案
件
に
つ
い
て

審
査
を
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
】

【
羽
曳
野
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
】

　

今
回
の
廃
止
及
び
認
定
に
よ
り
、
市
道
の

総
延
長
は
2
8
5
.
8
4
㎞
と
な
り
ま
し

た
。開
発
業
者
の
責
任
施
工
と
な
る
工
事
で
、

舗
装
な
ど
の
耐
久
性
が
問
題
と
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
中
間
検
査
及
び
指
導
を
よ
り
一
層

強
化
す
る
こ
と
、
ま
た
、
で
き
る
だ
け
計
画

的
に
行
う
こ
と
で
、
通
学
等
市
民
の
生
活
を

著
し
く
妨
げ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
要
望
が
あ

り
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
公
共
下
水
道
特
別

会
計
予
算
】

　　

質
疑
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
汚
水
及
び
雨
水
の
整
備
状
況

②
本
年
10
月
か
ら
の
下
水
道
使
用
料
引
上
げ

に
よ
る
、
水
洗
化
率
へ
の
影
響
に
つ
い
て

③
公
債
費
が
前
年
度
と
比
較
し
て
減
少
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
今
後
の
返
済
計
画

　

審
査
の
結
果
、
本
案
は
、
使
用
料
引
上
げ

を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
反
対
す

る
者
２
名
、
一
方
、
整
備
率
向
上
だ
け
を
目

標
と
す
る
の
で
は
な
く
、
費
用
対
効
果
を
見

据
え
、
よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
要
望

し
て
賛
成
す
る
者
３
名
の
、
賛
成
多
数
で
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

【
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
予

算
】

　

質
疑
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
大
阪
府
内
の
市
町
村
が
企
業
団
を
設
立
す

る
計
画
が
あ
る
が
、
こ
れ
と
本
市
の
第
５
次

水
道
施
設
整
備
事
業
と
の
整
合
性
、
並
び
に

自
己
水
及
び
府
営
水
の
現
状
に
つ
い
て

②
府
営
水
の
10
円
10
銭
の
引
下
げ
が
府
議
会

で
審
議
さ
れ
て
い
る
が
、
実
現
し
た
場
合
、

当
市
の
水
道
料
金
を
引
下
げ
ら
れ
な
い
の
か

③
こ
の
給
水
収
益
の
今
後
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
本
案
は
、
公
共
福
祉
の
増

進
を
目
的
と
す
る
経
営
の
基
本
原
則
に
則

り
、
水
道
料
金
の
引
下
げ
も
考
慮
す
べ
き
と

し
て
反
対
す
る
者
２
名
、
一
方
、
今
後
も
安

全
で
安
心
な
水
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

を
要
望
し
て
賛
成
す
る
者
３
名
の
、
賛
成
多

数
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

編
集
後
記

　

今
月
号
の
「
市
議
会
だ
よ
り
」
は
、
５

月
号
で
お
伝
え
で
き
な
か
っ
た
３
月
定
例

会
の
議
案
審
議
の
内
容
と
一
般
質
問
お
よ

び
各
常
任
委
員
会
の
報
告
で
す
。

　

５
月
５
日
（
祝
）
に
行
わ
れ
た
『
は
び

き
の
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
白
鳥
伝
説

は
び
き
の
祭
）』
に
は
、
多
数
の
市
民
が
来

場
さ
れ
ま
し
た
。
様
々
な
ブ
ー
ス
が
あ
る

中
、
古
市
古
墳
群
の
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
て
の
、
特
設
会
場
も
設
け
ら
れ
て
お
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
世
界
遺
産
登
録
に

向
け
て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
、
様
々

な
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
　

田
仲　

基
一　
　

花
川　

雅
昭　

　
　

秋
田　

栄
一　
　

松
村　

尚
子　

　
　

嶋
田　
　

丘　
　

笹
井
喜
世
子

　
　

岩
田
賢
二
郎
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建
設
企
業
常
任
委
員
会

る
と
の
報
告
が
あ
り
、
本
特
別
会
計
予
算
に

つ
き
ま
し
て
、
特
に
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
も

な
く
全
員
一
致
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算
】

　

質
疑
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
介
護
施
設
の
現
状
と
待
機
者
に
つ
い
て

②
介
護
者
の
負
担
の
軽
減
と
し
て
「
レ
ス
パ

イ
ト
事
業
」
の
本
市
の
単
独
事
業
に
つ
い
て

③
滞
納
状
況
に
つ
い
て

④
基
金
を
取
り
崩
し
、
保
険
料
を
さ
ら
に
下

げ
る
考
え
は

　

審
査
の
結
果
、
基
金
を
取
り
崩
し
保
険
料

の
軽
減
に
充
て
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
、

府
補
助
削
減
に
対
す
る
市
単
の
補
助
金
を
増

や
す
努
力
が
見
ら
れ
な
い
と
し
て
反
対
と
す

る
者
1
名
、
一
方
、
第
4
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
く
中
間
年
と
し
て
の
予
算
と
し

て
、
適
正
か
つ
効
率
的
、
安
定
的
な
事
業
運

営
が
さ
れ
何
ら
問
題
な
い
と
し
て
賛
成
と
す

る
者
５
名
の
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
健
康
ふ
れ
あ
い
の

郷
事
業
特
別
会
計
予
算
】

　

質
疑
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
管
理
費
が
約
1
2
0
0
万
円
増
額
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
、
使
用
料
及
び
手
数
料
が
減
額

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

②
商
工
会
や
Ｊ
Ａ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
前
や

横
の
駐
車
場
の
駐
車
場
使
用
料
と
し
て
負
担

を
求
め
て
は
ど
う
か

　

審
査
の
結
果
、
商
工
会
や
Ｊ
Ａ
に
対
し
、

道
の
駅
の
駐
車
場
使
用
料
の
負
担
を
求
め
る

べ
き
だ
と
し
て
反
対
す
る
者
1
名
、
一
方
、

当
初
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
た
に
ぎ
わ
い

の
場
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
は
市

民
の
意
見
等
も
聞
き
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
な

ど
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
さ
ら
に
発
展
す
る

こ
と
を
要
望
し
、
賛
成
と
す
る
者
５
名
の
賛

成
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算
】

　

質
疑
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
歳
入
の
広
域
連
合
補
助
金
の
き
め
細
か
な

相
談
体
制
の
整
備
に
対
し
て
の
補
助
金
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か

②
保
険
員
賃
金
に
つ
い
て

③
収
納
率
に
つ
い
て

④
平
成
22
年
度
保
険
料
に
つ
い
て
、
ま
た
全

国
か
ら
み
て
大
阪
の
順
位
等
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
保
険
料
が
高
く
、
ま
た
、

市
町
村
に
ほ
と
ん
ど
権
限
が
な
く
、
高
齢
者

の
生
活
実
態
や
切
実
な
声
を
反
映
さ
れ
て
い

る
と
は
い
え
な
い
と
し
て
反
対
と
す
る
者
1

名
、
一
方
、
今
後
の
高
齢
化
を
考
え
た
中
で
、

国
の
制
度
で
あ
る
本
事
業
で
、
市
町
村
が
窓

口
と
な
り
、
き
め
細
か
な
納
付
相
談
を
し
て

い
た
だ
き
、
ま
た
、
今
後
、
今
の
新
政
権
が

ど
の
よ
う
に
運
用
し
て
い
く
の
か
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
し
て
賛
成
と
す
る
者
５
名
の
賛

成
多
数
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。




